
洗礼論の経史的展開

An Historical Study on the Thεories of Baptism 

されたのその発端i之、キワスト教を公認したコンスタンチヌス大帝に由来している。いわゆる、コルプ

ス・クリスチアヌム(キリスト教社会)における幼泥洗礼であるのキワスト教社会では、売まれて 8H 

以内に嬰児は洗礼を受ける。この慣押に挑戦したのが再洗礼派(アナパプテスト)の人々であるの彼ら

は、カトリック教会だけでなく、宗教改革特(ルター派とカルヴァン派)の教会からもi亘書されたので

あったの洗礼というもの辻、一体何なのかり

も、強似した
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と衣1見し、七つの秘隙を所持している o そ

、結婚であるのこれに対してプロテスタント教会は、

るの教会史を覗くと、札典をめぐって悲惨な

しているひそれは、洗礼を受けていない人たちに

は、このような問題を眼前にして、洗礼の歴史的展開を明り

に入信にあたっての犠式が求められるのだろうかのまた、神道のfH若には、 1o有

るだろうかのユダヤ教には明確な犠式と I徴Jが存在するのそれは、[説礼Jである。
と連携して割札について記されている()rわたしは、あなたとの間に、

としての

訓札の起源は、



洗礼命の相:。定的

また後に続く子孫との問に契約を立て、それを永遠の契約とするのそして、あなたとあなた

となるのわたしは、あなたが;若手正しているこのカナンのすべての土地を、あなたとその子孫に、

として与えるゥわたしは彼らの持となる。だからあなたも、わたしの契約をヘ)てりなさいらあなた

もあなたたちの後に続く子係と、わたしの間に守るべき契約はこれであるのすなわち、あなたたちの男

j三はすべて、割礼を受けるの註j支の部分を切り取りなさい。これが、わたしどあなたたちとの|悶

のしるしとなるの ..A:_まれてから八F1bI (嚇

人は討の向から純たれるつわたし

ク とされている

はイ :Lスと

、ルカによる福奇書に、イエスが誕生されて「八日たって割礼の日を溜えたとき、幼-F
られたのこれは、船内に宿る誌に天使から訂された名であるJ(2草21節)。アブラハ

ム の民として「制札」を厳守してきたのであるの割札を受けない人間辻、

さて、「洗礼jについてであるの γ タイによる信古j引こ、洗礼と結びつけられていたの辻、ヨハネで

あるぐJそのころ、洗礼者ヨハネが現れて、ユダヤの説れ野で穴べ伝え、子悔い改めより天の河は近づい
と言った。これは龍三者イザヤによってこう言われている入であるのマタイ 3本l節以利。ヨ

ハネの洗礼は(悔い改めの洗礼Jであって、 M心のための、攻守:の洗礼ではなしh そして、イエスもヨ
ハネによって洗礼を受けるのであるむ「そのとき、イエスが、ガリラヤかち日ルダンJIIのヨハホのとこ

ろへ来られた。披から洗礼を受けるためであるのところが、ヨハネは、それを思いとどまらせようとし

ったの『わたしこそ、あなたから洗干しを受けるべきなのに、あなたが、わたしのところへ、~ぐられ

しかし、イエスiまお答えになったり『今は、止めないでほしいの正しいことをすべて行うの

は、我々に相応しいことですJそこで、ヨハネはイエスの言われたとおりいしたe'J (マダイ 3
下)。イエスが洗礼を受け、荒れ野で誘惑を受け、その後、ガリラヤで伝道を始められたの

に、 12人を

五をいやすためであったりJ(1節以下)のであるけそして、イょにス

ではならなしh また、サマリア人の軒に入つてはならなし、むしろ、

イスラエルの家の失われた苧のところへ行きなさいっ行って、ポの同は近づいたと宣べ伝えなさいの病

人をいやし、死者をF主き返らせ、草い皮肩痛白患っている人を清くし、悪霊をぃ払いなさい…J 天

をf云えることを、イエスは硝子たちに命じられたのである。

だが、イエスが復活された後、 11人の弟子たちに命じられたことは事情が違うの「ぎて、 11

たちはガリラヤに行き、イエスが指示しておかれた[11に殺った。そして、

しかし、提う者もいた。イエスi之、近寄って来て言われたの『わたしは天と地の一切の機能を綬かって

いるのだから、あなたがた試行って、すべての民をわたしの弟子にしなさいの彼らに父と子と型需の名

は、イスラエルの失われた下であっ

るのその11的は、思震を追い出すことと

遣の11的は洗礼である。そして、

行録」に記されているので、こ

ゅよると、盟霊が弟子たちに|搾った銭、最初に洗礼をJ受けたのはベトロである

ら、イスラエルの全家は、はっきり知らなくてはなりません。あなたがたが十'[:梨につけて殺したイエ

スを神は主とし、またメシアとなさったのですjo人々はこれを開いて大いに心を打たれ、ベト口とほ

かの使徒たちに、 f兄弟たち、わたしたちはどうしたらよいのですかJと言ったりすると、ベトロは彼ら
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に言ったり子i奪い改めなさい。めいめい、イエス・キ
だきなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けま

ストの名によって洗礼を受け、 していた

を受け、…ペテロの日葉を受け入れた人々

その日に三千人ほ 彼らは、

った凸 I( 2辛36節以下)

ブイリポに、

えてくださし~

人について

をげ知らせたむ

ここに水がありま

ブイリポと宣官は二人とも

節以ド)。

っているので

ブイリポはUを聞き、

くうちに、彼ら

最後は、パウ口であるの彼l土、

あった。その入が、イエス・キリストと出会い、ロ

に夫現して貢献したので、あるの誌が1;~場するの

ちを脅迫し、殺そうと意気込んで、大祭司のところ

た心それは、このi誌に従うを見つけ出したら、男女を

、相:圧の交わ句、パンを裂くこと、析る

フィリポに、

ぐ出かけ

ここをたって}有に

った仔折りから、エチ

ブイリポに jIっ どうぞ教

ょうかの白 Eてですかりだれか誌かの

この筒所から説き起こして、イエスについ

る所に来たり官官はほった。

8 

じていた人々を迫害していた人

という形式でキ 1)スト教を

る。「サウロはなおも主の

あったむところが、サウロが誌をしてダマスコに近づいたとき、

た。サウ口は地に倒れ『サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのかiという声を

は地面から起き上がって、 uを需けたが、{可も見えなかった。一-ところで、ダマスゴにアナニアという
と11手びかけると、アナニアは、 f主よ、ここにおりますjと弓つ

って、車線通りとu手ばれる通りへ行急、ょにダの家にいるサウロという

名のタルソス出身の者を詰ねよ。…そこで¥アナ千二アは出かけて行ってユダの家に入り、サウ口の上

~ _-r:を壁いて古ったり f兄弟サウ口、あなたがここへ来る途中に現れてくださった主イょにスは、あなた

が元どおり日が見えるよう;こなり、また、聖霊で満たされるようにと、わたしをお遣わしになったので、

すJすると、たちまちりからうろこのようなものが落ち、什ウロ辻元どおり見えるようになったりそ
こで、身を起こして洗礼を受け、食事をして見気になったりJ(使徒託行錯9章)
驚くべきことに、キリスト教徒となったパウ口が洗礼を授けたのである。 16辛口以下に、ブイリピの

ティアティラ市出身の紫布を高うつデァという婦人とその家旅にパウロが洗干しを授けているひ(16章11

16輩33館では、看守とその家紋がパウロによって受抗している O 使徒言行録は、パウロの

と彼の伝道についての記誌で、ある。使徒三仔録15章に)レサレム使徒会議jなるものが|指かれている。

となっているが、洗礼の有無については論じられていない。そこで、

されたの辻、「偶像に供えておれた肉と、みだらな行し Eと、絞め殺した動物の肉と、 j註を避けること iで

あった

コユルサレムの能徒会議では「割札jについては不問にしたのでは、洗干しはどういう意味があるのだろ

6章でよスドのように説明している。「キリスト・イエスに結ばれるために洗礼

わたしたちが皆、またその死にあずかるために洗干しを受けたことを。わたしたちは洗礼によっ

てキリストと共に葬られ、その死にあずかるものとなりました合それは、キワストが御父の栄光によっ

て死者の中から復活されたように、わたしたちも新しい命に生きるためなのですむ…このように、あな
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たがたも自分は咋に対して死んでいるが、キリスト・イエスに結ばれて、ネltに対して生きているのだと

なさいJ( 6 京 l~ll部i)() ~mに死;こ、キリストに結ばれて新しく 11.きることとパウ口は品明している。

洗礼について、初代の教会はどのように伏木してきたのだろうか。

三.古代教会と中世の洗礼の発嵐

水をきよめること、悪魔城い、

と塗油と 1-*を切ることと
して、パンとブド…j酉のは

われた。

H 

て父祖たちに与えら

る。もし卜分な時間と場-所-がない場合には、ベンテコステまでのJ長びの50

テルトゥワアヌスは、アフリカの教会ではこのことは200年頃

は川じような椴定について

洗礼

に閲する記述は、テルトゥリアヌスの叙述に初めて現れる。洗礼はすべての罪を抹消するという見解に

立って、洗礼の延期が積習となったこともあったり殉教者が未受洗の場合、子会j教が 11frlの洗礼jとして

となると考えられた。 j先札の効力はそれ以前の非の抹消と、聖霊と不死との授うであったり

を秘儀から典礼へと発展された経緯について、オード・カ←ゼルの著書問芸能と秘義jから引用

して述べておきたい。著佐によると、下.は、彼の王開に入る条件として、 Iftj~び11:. まれる i ことを安求さ

れた守白熱的な人間は、変化しないかぎり聖なる神に達することができないからである。 rJjい

し、神から生まれた新しい人間が復活しなければならない心[人は水と霊によって生まれなければ、神

のj:lqに入ることはできなしリ(ヨハネ 3市5箆九霊とは、超自妹、的な命がじる神のヨミ命の忠、である心

は神白身であり(4 、同時に i新しい人|のうちに内在するやjJの命を意味している。以ドt..のこ
とから分かるように、人をキリスト者たらしめるものは、 iたして心を変えることではなく、全く新しい

となることであり、ベテロの言う円骨!の本に参加するJ(ベテロ U1 : 4 )ことであるの新しい人
は，r*からJWび主まれなければならないと .tは註われるひ典礼秘儀はこうして成立するのこのように、
超白熊i切な神の働きの知域において、[水から i再び!と主まれるということは、「霊Jから生まれるという|付

えないのしたがって、本から生まれること白体はいかなる

を持つ口しかしこの象徴としての錨舘は、主

なものであるの外的な行為なしには、神の{顎jきを認識することができない

きない容倒的な感覚で語、えられる行為は、神による新しし
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保障である O それと同時に、共同体にとっては新しいメンバーの増加を示すに必要な証明となる。しか

し、もし神の思忠を表現するのに水巾へ無f-jで、沈むだけで卜分だと考えるならそれは間違っている。水

は地上から取られた素材であって、無限定なものであるのその向いものによって、より詳しい形を与え

られ、より正確に限定されなければならない。だから主は、水だけでなく、水と上から米る主によって

生まれなければならないと計われたのである。 ~Lは「再び生まれること j を、日[J ち古い人間の死を要求

された口主自身十字架上で死し、神のために復川ーしたことによって、われわれに千本を示された。キリ

スト者はこの死の中に、そしてこの復活の中に洗い込まれる。こうしてキリストの命が、キリスト者の

うちに住む。それゆえ受洗者は、かつて神が創造した第一の人間の姿のように、そして第二のアダムが

十字架にかけられた姿のようになり、水rtJに沈められるり一占い人間はその巾で死し、全く新しい人間と

して復活するのである
(L)

カトリック教会が成立したのはA.D200年頃である。コンスタンチヌス大帝によるミラノの勅令が313

年に公示され、キリストが公認された。そして、コルプス・クリスチアヌム(キリスト教社会)となり、

ヨーロッパ人は幼児洗礼によって性まれながらのキリスト教徒となっていくのである。だが、この社会

形態は後世になって悲惨な!世史を残すことになる。この経緯は後述する。

教会と|司家がコンスタンチヌス及びその後継者・のドに実際に結合したため、教会は世俗化したとい

う。(:3)礼典の儀式も増え、 400年頃には聖職への任命、堅信礼と塗泊も礼典の価値があるとみなされ、

アウグスチヌスは結婚も一つの礼典とする考えをもっていたりまた、原罪の教義が早くから神学的に発

達を遂げ、幼児の洗礼を重視する結果となったのである。 3rtt紀のはじめ、キプリアヌスは幼児の洗礼

を既定の事実と考えていた。さらに、マリヤ崇拝、聖人尊崇、彫像・絵画を礼拝に使用することも普及

していった。~餐は礼典であると同時に、犠牲となる過程にあった。キュプリアヌスの考えでは、祭司

は聖餐式のときキリストの代わりに行動するのであり、「父なる神に真iE十全な生賢jを捧げるのである口

グレゴリウス一世は『聖餐式規範jで、聖餐式の供犠的性質を強調した。 6世紀の末ヒ頁には、ローマ・

カトリック教会が礼典としている七つの儀式はみな施行されていて、礼拝のとき高い位置を占めていたり

殊に、聖餐式の実質は聖職者-によってはじめて有効となるという信仰は、定着していった。マリヤ崇拝

は1854年無原罪懐胎の教義の公認となり、クレメンスとテルトゥリアヌスはマリヤを永遠の処女とした。

アウグスチヌスは罪なきキリストの時は実際の罪を決して犯さなかったと信じたり処女性を強調する修

道院生活は、マリヤ!;fH4~の思想を強めたりこれらが与って中世ローマ・カトリック教会の土台が据えら

れたのである O

では、中世のカトリシズムを完成させたトマス・アクイナス 0225-1274)は、聖礼典についてどの

ような認識をもっていたのだろうか。彼は rSUMMATHEOLOGIAEJ (神学大全)という大著を残し

ている。邦訳だけでも16巻にも及ぶ書物であらゆる問題を網羅している。].カルヴァンの『基督教綱要J

やK.バルトの『教会教義学jに優るとも劣らない、文字通りの大著書である。だが、 トマスは聖礼典に

ついては、何も述べていないのである。 rCurDeus HomoJ (何故神は人と成り給うたか)の著者アンセ

ルム 0003-1109)も礼典については一首及していない。七つのサクラメント(洗礼、聖餐、行解、堅{言礼、

婚捌、終油、聖職任命)については、何の疑問も抱かなかったのだろうか口この問題を取り上げたのは

宗教改革者たちである。

注

(l) rキリスト教史j 藤代泰三著 [1本YMCA川盟出版部 1979年発行 66頁以下
(2 )オ ド・カーゼル 『秘儀と秘義一古代の儀礼とキリスト教の典礼』 小柳義夫訳

みすず書房 1975年 76fi以下から引J-jj
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著者OdoCasel は、内ドイツ4.まれ、 1905年ベネヂイクト会ft葬送院に入り、ローマで神学を F~l:ぶυ 第 2 パチンカン

公会議の神学的総合と教会の樹新は、本選:を中心にして説閉されたという

3) E.E.ケアンズ I基督教全史j 塑書:担!書刊行会 いのちのことば千t1957年 219).:'(以下

1l!:1.宗教攻革者の洗礼論

トマス・アクイナスとアンセルムスも型礼典には関心を持ち得なかゥ

もち、それを変えたのである。ルターの宗教改革原理の一つは、

従って、開書に書かれていない事柄は排i設したわけで、ある。洗礼と

である

タイ28輩19節)と聖紫〈マタイ

は、イエスが弟子ーたち 3 や

わけである

この二つは、

日で辻、マルチン・ルタ…とジャン・カルヴァン

1.マルチン・ルター

ルターは、 において刊し典Jを解説している。

されている

書:jを考察する が〈洗礼について〉であるりルターは、この礼典なしにはキリスト者になる

ことはできないり (1)それにもかかわらず従来これについて何事も教えてこなかったのは誠に遺i惑であ

となっているのは、聖書の御言であることを知らなければならないの郎ち、マタ

リストiま「されiま汝ら往きて、もろもろの国人を弟子となし、父と子と

との名によりてバプテスγ を施せjとの綿言である。さらに、 γ ル

ける者は救われる、熱れと守言ぜぬ者は罪に定められるべ

注目すべきことは、ここに述べられていることは、神の命令と制定であって、洗礼;抗争の事柄であり、

人間によって考案工夫されたものではないの十戒と捷徒信条と主の掛りも人間が白分の知恵によって編

み出したものではなく、神の啓示によって与えられたものと言ってよいが、洗礼も神ご自身によっ

定されたものであり、是非とも受けなければならないものである。御百は f往きて、洗礼を施せ」とい

うのけれども、私どもの名によってではなく、「神の名によって」である。神の名によ φ て洗干しを受ける

ということは、人間から受けるのでなく、神ご自身から受けるということである。洗礼は人間の手を通

じて行われるのであるが、異実には神御自身の業である

で辻、洗礼とは何かりルターは、洗礼はただの本ではなく、神の御と

によって型別された/1<.で、神の水そのものにイ也ならない。しかもそれは、水自体が外の本より尊いとい

と御命令とがその中に加わるから貴いのであると、ルターは言うり(:::)だから、

ちが神の御言と摂理とを洗礼から引き離し、井}jから汲んだ*と少しも変ったところ

はないと丙って法礼を冒識し、さらにすすんで、、 fーすくいの水が魂に何の役に立っかムなどと毒づく

のは、全く卑劣濃の毒古であり、悪識の翻弄である

るのである。 クラメントと古われるのは、そこから出てくるからである O オーガスチンが

然物 ると、それはサクラメントとなる。即ち盟い神的なもの、しるしとなるJと教えたと

おりである O それゆえに、サクラメントをはじめ、 、クルミの

叶斗こそのLllに合まれているかを見を凡るよう

う本と全くちがわないものと

なってしまうのそれこそ鼠呂尿でかけてもらう水の洗礼となってしまう。けれども、若し神の定めたよ

うに、錦討がともにあるならば水はサクラメントとな丹、キリストの洗礼と言えるのである。これがこ

の聖なるサクラメントの本質と真価とについての第ギ交である

は、何ゆえに、また何の為に洗礼は設定されたのであるか。即ち、洗干しは何の役にたち、何を
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を生ずるのであるかを学ばなければならないのこのことも、「信じてバプテスマを受ける

との御言から理解するのが-爵よい。純簡単に説明すると、洗礼は救うということ、これが

であり、業であり、結果また日的である。維でも洗礼を受けるのは、王侯となるためではない。

るように、

なたれてキワス

ち、ノfウ口7うまテトス

洗いとなる力を獲得するのである

ところが、新思想家たちは、信仰の

るりところで救われるということは、罪と死と悪魔から解きは

とともに永遠に生きることにほかならない。このように

るから、洗礼がどんなに高く尊重されねばなら

り得ないことを示しているむただの水だけ

るところ、そこには必ず生命

と呼ばれるのも

まれかわりの

もたたな

いと主張する。これに対してルタ…は、信仰以外内部に作用するもの

拠り所となり、しっかりした足場となるものは必要であるという O かくし

洗礼がもっぱら救いと生命とを合み、水の故にではなく、むしろ水が神の栴と命令と'暢

の御名がその中に同着している放であるのそこで事柄自体は外的であるが、すでに信仰が出着

れている限り、その信仰と事柄を分離しようとする彼らは誠に愚かと言わねばならないの感官をj立、てと

らえられ、 されて心の巾にもたらされ得るためには、外的なものでなければならない。例えば、

iまり るのと同じであるの要するに神は我々の中に働かれるのは、外的

ところで、ルターに も一つの業ではないか。そしてもろもろの業は救いに

ては何の韻打ちもな

通力、

業である

水を頭から

づき、さら

どこにある

リスト

けられ、信仰によって受け取られる宝であるのと [jlJ様で、あるとルター

かくして、キリスト者はだれでも洗札に関しては生涯に余るほ

つまりキリスト者は洗礼が約束し、もたらすところのもの、即ち、悪魔と死の克服、

らないり

寵、キリストの全体及び期霊とその版物とを確信するよう絶えず努力しなければならないの

なぜなら、もし人が死なずにすむような、あるいは、たとい死んでも水速に生きられるような、そん

な術を心得た医者がいるとしたら、世間の人々は巨額の金銭を払うに追いないひところが、今ここで死

を呑みあらゆる人々の生命を保つ宝と薬とが洗礼においてすべての人々の戸川にまで紙償で述ばれてい

るので為る。私たちは洗札をこのように見、このように役だたきねばならないり私たちは自分の罪、あ

るいは良心に'I'iるまされるような時には、洗礼の故に白らを元気づけ慰めて、次のように言うべきであるの

賞と

ある。

を受けているのだっいやしくも洗礼を受けている問、上、私は救われて魂にお

と

もろもろの教派を通じ 中を混乱にi唱し入れている口ぞれは、 も信じるもの

-7 



ら

洗礼111主の身近史的展開

、そし されるかという
叶

心 ち、 る

キリストの再び給うことであることは、キリス

いも

なるキリスト教会、

り、議されたりすることはをい。

くの人々を翠めて、

さらにルターは幼問洗札について次のように述べる。洗礼を受ける荷が信じているか、いな

しも重要で、はないの神の御言と戒めとが旬jであるから、信仰の有棋によって洗礼が不当なものになる

ことはないり即ち神の御汗が水とともにあるならば、たとい釘仰がそれに加わらなくとも洗礼は正しい

といえるのであるのぞれゆえ、たとい幼児たちが従って彼が信仰を持たないとしても、洗礼は有効で、あ

り、洗礼を繰り返し施すいわれはないのである (5)私たちは幼児が信じると考え、またそう希望して

連れてまいり、神がこれに信fijJを与えられるよう祈る O けれども幼児の信仰に誌づいて洗礼を施すわけ

ではなしh ただ神が命じられたというその一事にもとづいて施すのである

洗礼は私たちを悪魔の喉から引き離し、私たちを神のものとし、罪をがjJえ除き去り、日ごとに新しい

人を強め、そしてこの世の惨めな状態から、永遠の栄光に入る日まで、常に存荘している変わらないも

ち

、出.ルターの

も洗礼を日常の巷物と考えて、常にこれを身にまとって歩むべきであるっこう

中にいることを明らかにし、

る

もとへまいるのを

ちが{lうきている

る

ているの

(洗礼の本質]

問 洗礼とは何ですか。

答 洗礼とは単なる水ではなく、神の御命令のqlに合まれ、神のみ百に結びついた水による礼典です口

問 その神のみ首とは、何ですか。

答 わたしたちの:tキリストが、マタイによる福官舎の終わりに言われた次のみ riで、す。

「あなたがたは行って、すべての同氏を弟子として、父と子と聖震との名によって、彼らにパプ

ロ

246 

いられたから

という、神のみと

れるキリストが、

されますのしかし、

… 8… 

いられるから

ょう



第46せは倒的

慣は、キワスト教徒であれば、だれでもこれを行うべきです口

248 I父と子と盟霊との名によってバプテス?を施すJとは、どういう意味ですか。
洗礼によって、わたしたちが、三位一体の神との交わりに受吋入れられたことを意味しま

249洗礼は、だれに施されなければなりませんかり

すべての同氏、すなわち老若を問わず、すべての人間に鞄さねばなりません。

251なぜ、

も

イ〉幼児もまた「すべての出民jという葉の中に合まれているからですり

ロ)幼児もまた、耕たにヰ;まれかわなければならないのであって、持i泊、洗礼は幼児を新たに生ま

れ変わらせ、伝作IJに入らせるの}jH~だからですり

「イ l スにさわっていただくために、人々が幼な子らをみもとに連れてきたむ

たちは彼らをたしなめた。それを見てイエス

るままにしておきなさし

く開いておくがよい。だれでも

ことは決しでできないoj(マルコ

(ハ)幼児も、信じることができるからですり「わたしを信ずるこれらの小さい有のひとりをつまず

かせる者は、大きなひきうすを巨にかけられて海:の深みに沈められる方が、その人の益にな

る。Jマタイ 6節口

え、{可のためにある

タ; とがのべているように、 る ものに、 しをもたらし、死

し、永遠の救いをうえま

問 どのみ討の約束が、それな

芥 私たちの主キリストが、マルコによる福音舎の終わりに、「信じてバプテスマを受ける持は救わ

れる。しかし、不信仰の者は罪に定められるJと言われたみ誌ですり
256 洗礼を受けなくても、 )f~われることができま

辻、人を搾に定めま

しかしある男宅出から、

とiまあちま

i日j どうして本が、そのような偉大な働きをすることができるのですかり

るこ

符 日うまでもなく、水がするのではなく、水の中にあり水と共にある神のみ誌と、そして水の中に

あるこのみ誌を信じる信仰!なのですっみ誌なしで辻、 *1土単なる水にすぎないのであっ
ち、

パウ口はテトスの子紙3章で次のよう

によってではなく、ただ神のあわれみによっ

て、再生の洗いを受け、黒霊により新たにされて、わたしたちは救われたのである。こ

は、わたしたちの救い主イエス・キリストをとおして、わたしたちの上に議かに注がれたりこれ

は、わたしたちがキリストの忠;みによって識とされ、水遠の命を明むことによって、み同をつく、

若となるためである日このu葉は確実であるのJ
257罪の赦し、死と らの救い、及び支の救いは、洗礼によりどのようにしてわたしたちのも

9 
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のになるの

独;
ιJ これらの偉大な恵みを洗礼の中に置かれていますのそして、この神の約束のみ託を

ちは沈礼の中にさしtHされている罪の赦しと、生命と救いという、こ
て自分自身のものとする

258なぜ¥

ですかり

まれ変わりの洗しづ、また、「型建により新たにされるjことと、 Hうの

洗礼におい を与え、私たちの内に新しし 命を造られるからです

[水による洗礼の窓味]

間 こうした水による洗礼は、何を意味しま

私たちの中にある台いアダム

、そして新しい人が日

に生きることを意味します。

間 それはどこに記されていますか。

と悔改めによって、あらゆる罪と

よみがえり、 にあって、義と

と共に

の問に永遠

パウ口のロマ書6輩に次のように記されていますの fわたしたちは、その死のあずかるバプテス

マによって、彼と共に葬られたのである。ぞれは、キリストが父の栄光によって、死人の中から

よみがえらされたように、わたしたちもまた、新しい命に生きるためである

25寺市いアダム(人)とは、 1I1Jで、すか。

よって、わたしたちにもたらおられたものを指し、 ち ν|主質の

260 アダムは、どのようにして、私たちのうち きま

私たちの臼伴の寵f蒋(罪を悲しむ)と きま

これによって、私たちも

261新しい人とは、

答 再生の洗いによって、私たちの内に造られた新しい霊の生命です。 fだれで、もキワストにあるな
らば、その人は新Lしく造られた者である。J(コリント二5: 

263どのようにして水による洗礼が、訂毎に占い人が溺れ死に、新しい人が現れよみがえることを

l床しますか。

答 洗礼によって、わたしたちはキリストにあずかる者とされるのです。洗礼を受けた私たちは、

H 々すべての罪を悔改め、車内、事の~t;J を避けて、新しい1J:.命に歩まなければならないの

264わたしたちは、洗礼を受ける

答 洗礼を受けるに離して、悪魔とその業と道とをことごとく捨てま

265わたしたちは、洗礼において、どのような約束、あるいは誓いを立てますかひ

いて、正位一体の神にのみ仕えまつることを約束し、普います

266いつ、どんなときに、わたしたちは、洗礼の普いを新たにしなければなりませんか。

答 日毎に、洗礼の誓いを、新たにしな

注

( 1 ) M.ルタ… 子大教理問答書j 発行ルーテル文書・協会 i例区以下

2 )前掲書 187頁以下

3)前掲苦; 195実

( 4 )前掲脅 197立

5 )前掲書 199頁
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(6 )前掲書 207頁

(7)マルチン・ルター 『小教理問答刀Aの解説』 コシコーデイア社 昭和32年 (231頁)

2. J.力Jレヴ、アン

カルヴァンの洗礼論は、『キリスト教綱要』の第四篇の第15章と第16章において述べられている。 15章

は「洗礼について」、 16章は「小児洗礼について」である口この叙述からカルヴァンの洗礼論について考

察する。

(1)洗礼の意義 (1) 

① 洗礼の目的と意義

バプテスマは、キリスト教信者の「しるし」であり、教会の共同体の中に受け入れられた入門の徴

であって、こうして神の子たちの数に入れられるのである O このバプテスマの目的は、第一に、神に

対する我々の信仰に資し、第二に人々の前における我々の告白に資するためである。即ち、バプテス

マは、証印を押された証明書のようなものである。我々の罪がことごとく消し去られ、覆われ、見逃

されて、神の御前に持ち出されず、決して思い起こされることもなく、また、我々に帰されることも

ないということを確信させる証明書である。なぜなら、神を信じる者が、罪の赦しを得るために、バ

プテスマを受けるからである。「信じて、バプテスマを受けるものは救われるJ(マルコ16: 16)。

② 徴としての水で、はなくただキリストに精神を固着せよ

パウロは、「教会は、花むこなるキリストによって、水の洗いを通じ、命の言葉において聖とされ、

潔められたJ(エペソ 5: 26)という。また、「われわれは、かれの憐みにより、生まれかわりの洗いと、

聖霊の更新とによって救われた」という(テトス 3: 5)。さらに、ペテロも「バフ。テスマは、われわ

れを救う」という(1ペテロ 3:21)。パウロもペテロも、恵みの賜物についての認識と確証がこの聖

礼典を通じて受け取られるということを語っているのである。パウロは、「命の御言葉」良[Jち福音と水

のバプテスマとを結びつけているのである。そこで、パウロは「福音によって、われわれの洗いと潔

めの告知が、われわれに対してなされ、バプテスマにおいて、このような告知が、われわれに証印さ

れるのである」というのである。ペテロも「パフ。テスマは、肉の汚れを無くするものではなく、神の

前における普き良心なのであり、これは信仰から由来するものである」と言っている(ペテロ 13 

21)。

③ 洗礼の効力を過去の罪に限定してはならない

しかし、バプテスマは過去の罪に関してだけ有効であって、新しい罪を犯した場合は、償いが必要

だという考えがあるが、カルヴァンは、ただー度、全生涯にわたっての洗いと潔めを受けたのである

と考えなければならないという。従って、われわれは罪に陥るごとに、バプテスマを受けた記憶に立

ち返り、魂の武具を同く締め、自分の罪の赦しを常に確信し、それに安んずべきである O それは、バ

プテスマはただ一度であっても、その後に罪を犯しても破棄されることはないからである O

④ 洗礼は悔い改めの聖礼典である

罪の赦しは、福音の説教の力によってなされる O 福音の説教とは何か。それは、キリストの血に

よって、罪から洗い潔められたことを宣べ伝えることである。そして、その洗いのしるし、また証し

はバプテスマ以外にないのである。以上のようなわけで、この「罪の赦し」は、バプテスマに関わる

ものであることを知るのである。そして、この点についての誤謬が、教皇主義体制のもとで守られて
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いる十海械Jという
のゆえに、夕

した「しるしjだだ、けでiはま満足せず、

洗礼論の幣史的援問

この欺きの附士どもが、そ

ぎるために、ここにいたって応部をあらわし、

な補助子段 込んだとしても

ふえ
」

たらなし

悔し

るり{皮らの考えは、パブ。テスマカf ないかのようであるのこの

れゆえに、すべて

ブテスマを'受けていること

⑥洗礼において キリストとともに死に

きであるっそ

さいなまれるごとに、ノf

Eを硝Hrtすべきである。

このバプテスマにおいては、キリストにある者の死とともに、キリストにある者の新し

れるのである口なぜなら、パウロがHうように、「われわれは、かれに死に含うバプテスマ

しい命に捗むべく、彼とともに葬られたJ(口マ 6: 3)からであるのこの日葉は、段々にキリスト
を模範とすることを勧告するだけではない。これは、はるかに崇高なものを討おうとしているのであ

るの伝部をもってパブρテスマを受けたもの辻、キリストの死の効果を、日分のi勾を死なせることに

よって受け、同時にキリストの復活の税呆を、経IJ霊に生かされることによって受けとるのであるのパ

ウロは、「われわれがキリスト者であるならば、ヨI~については死んだも

なければならない」と勧めている。また、「われわれは割札を受けて、古き人を脱

われわれ拭バプテスマによって、キリストのうちに葬られたからであるJ(コ口サイ 2: 12)とn 持は

われわれに、第一に、謡なしの罪の赦しと義の転嫁をの第一;に、我々を新しい故に造りかえる

を約束されたのである。

(⑥ キ1)ストそのものと

々がバプテスマを受ける主義は、我々がキリストの死とと主とに接がれただけでなく、キワストの

すべての宝にあずかるほどに、かれ傍白石ぎとひとつになる証しなのであるのキリストは、このために、

自身の肉体をもってバプテスマを奉献し、型別されたのである〈マタイ 3: 13)。パウ立は「われわ

れはパブテスマにおいてキリストを着たのであるから、神の子たちである」と論託しているとおりで

ある (3. 27)。バプテスマにおいて悲し吊されている神の賜物は、ことごとく、ただキリストのう

ちに込い出されるからである O しかし、キリストにおいてパプテスマを授ける入は、同時に、毎父と

との名を呼び、求めざるを得ない。というのは、我々がキリストの錦血によって潔められる

自身の究科をもって、技々を受け入れようと欲し、この仲保者を ~+l に立て、このや11

保者によって、我々のためにご日身の慈しみを号えられたのであるの我々は、御霊によって取別され、

しい・霊的な性践をびるにいたってiまとめて、キワストの死と復活とによって、休まれかわるの

る。我々は、生まれかわりと、讃めの!民同は御父に、その実技以調子に、その効果

のである。

ヨハネの洗礼とキワストの洗礼

ヨハネのバプテスマを授ける勤めが、後の使徒たちに委ねられ、それと同一になる。 ftlJち、~Ij々の

ゅよって擁されたバプテスマが~Ij々のものにならず、教理の|斗泌が、パプテスγのとなるので

ある。日ハネと使徒たちと辻、教瑚においてー設していたとカルヴァンは討う()長IJち、両者とも

に「罪の赦しJによって来る「キリストの儲名jにおいて、バプテスマを按けたのであるのヨハネはキ
リストのことを、円売の罪を取り除く持の子羊Jと呼んだ〈ヨハネ 1: 29)むヨハネは、キリストこ

父によみせられる「犠牲」であるとし、義のための宥めの洪え物を捧げる執り成し子、また紋いの創

始者であるとしているのであるの使徒たちはこの告白に何ひとつ付け加えなかったり詫って、古代の
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教会著作家たちが、ヨハネのバプテスマとキリスト教のバプテスマを別々のものとして扱おうと努力

したことによって、混乱してはならない。彼らの権威は、聖書の確かさをゆるがすほどに、意義をも

つものではないからである。例えば、アウグステイヌスは子のこんだ理屈をこねる。彼は「ヨハネの

バプテスマは、罪は希望において赦され、キリストのバプテスマは、現実に赦される」と論じるので

ある(ドナトゥス派駁論第5巻、第10章)。また、クリュソストは、ヨハネのバプテスマには、「罪の

赦しが合まれていない」という(マタイ伝説教第14)。だが、福音書記者ははっきり証討して「ヨハネ

は、非の赦しを、バプテスマにおいて約束した」というのに、ヨハネのバプテスマに対する讃辞を弱

める必要がどこにあるのだろうか。

(⑧ 洗礼を司式するものが誰であっても ただキリストのみが主宰される

キリストの復活以後、静11霊の忠みは、いっそう豊かに注がれたという現実がある O しかし、これも、

ふたつのバプテスマを区別するものではないり昇天ののち、サマリヤ人がイエスの御名においてバプ

テスマを受けていたが、ペテロとヨハネとが彼らの上に千を置くために派遣されて来るまでは、それ

以前の時期の信者たちの普通の程度以卜.に、御柔を杭がれることはなかったのである(使徒8: 14)。

(雪〉 旧約における洗礼の原型

古き自分が死ぬこと、および、洗い潔めについて語ったことは、イスラエルの民のうちにあらかじ

め象徴されていた。使徒パウロは「かれらは雲と海とのよってバプテスマを授けられた」と言う(1 

コリント 10: 2)。主なる神がイスラエルの民をパ口の権力と、残虐な奴隷状態から助け出し、紅海:

を横切って道をつけ、彼らを追跡してきたエジプトの軍勢を溺れさせたからである(出エジプト 14

21)。それは、我々も、罪の奴隷状態から導きlHされ、自由にされた徴と|司じだからである。エジプ

ト軍は、海の深淵に投げ込まれはせず、海岸に打ち上げられ、なおも恐ろしい構えをもってイスラエ

ルの子らを恐れさせたが、それでも、何ひとつ告を加えることができなかった。そのように、我々の

敵も、依然として脅かし、武器を見せびらかすように感じるが、我々を征服することはできないので

ある。「潔め」の象徴は、雲である(民数9: 14)。主なる神は先立ち行く雲によって彼らを覆い、涼

しさを与え、照りつける太陽の熱で弱り果てることのないようにされた。そのように、今我々は、バ

プテスマにおいて、白分がキリストの血によって包まれ、保護されていることを知るのである。

⑩ 洗礼が与える義は転嫁の義である

以下の説は偽りであるとカルヴアンは言う。「我々は、バプテスマによって原罪からも、アダム以

米すべての子孫に蔓延した腐敗からも解放され、免除された。そして、アダムがもし、はじめに造ら

れたままの完全さにとどまっていたならば、有したであろう本源的な義と本性の純潔に凪復される」。

このような学者たちは、「原罪」がどういうものであり、「本源的な義」がどういうものであり、「バプ

テスマ」の恵みがどのようなものであるかを、決して理解しなかったのである。カルヴアンは、「原

罪」とは、我々の本性の歪曲であり、腐敗であり、第一に、我々をして神の怒りと断罪の前に罪責あ

るものとし、次に、聖書が「肉の行い(ガラテヤ 5: 19) と呼ぶわざを我々のうちに生じさせるので

あると言う。(:31我々の本性は、あらゆる部分にわたって破壊され、倒錯しているため、このような

腐敗だけを理由としても、神の前で断罪されてもfl:}jがないのである。神は、義と罪なき純潔とのほ

か、何ひとつ受け入れないのである。従って、幼子でさえ母の胎から、自分自身の断罪を携えてtHて
米るのである。彼らは不義の実りをまだ実らせていないとはいえ、その種を内に蔵しているのである口

実に、彼らの本質そのものが、罪の種なのである。信仰者は、この断罪がバプテスマによって自分た

ちから取り上げられ、遠ざけられたことを確信している。主なる神はこの「徴」において、完全、か

っ堅憤|な赦しがなされ、我々に帰せられるべき罪責と刑罰もなくなったということを、約束されたか

-13-
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らである。

ちも4:.涯諜との戦いが続く

次に考察すべき点は、我々には、この倒錯が少しも改まらず、むしろ絶えず新しい実与を生み出す

ことで、ある。時ち、「肉の行いjを生み出すのである。情欲は、人が死によって肉棒から解放され、日

白石すを全く脱ぎ捨てるまではなくなちず、消し去しさられないからである。バプテスマは、我々の

罪が死んだことを約束する。しかし、それがもはや存在しなくなったとか、我々を煩わさなくなった

というので誌ないn ただ、我々に打ち勝つことがない、という

陥じ込められている訳り、罪の残j宰は残っているのである

る。 Jえ々がこの肉体の牢獄に

々が、バプテスマにおいて神からチえ

ることはなく我々を支配することもなられた約束を、信{揮をもってとらえているならば、

いのである

これまで述べてきたことは、口マ書7章でパウロが語ってきたことと同じである、とカルヴァン

しさから解放されて、キリストに荻りすがるのであるが、

余地をなくし、我々の無力と悲湾とを確認させるのである。

を恐れぬままに箭欲にふけって汚れたので、パウロはその例証を、新しく生まれかわっ

中iこ揖:いているのである。彼は目分の罪の残i宰と絶え

にあり、神の律法への報従に全服の献身をすることができないのである。 fわたしは不幸な人間であ
るの死のとりことなったこの詩体から、わたしを解き放つものは誰かJ(口γ7.2針。しかし、神の

と

を

ちでさえ、生きている限りは牢獄に囚われているとすれば、この恐れが取り除かれない限り、

かられる。そこでパウ口は、「キワスト・イエスにあるものは、もはや罪に定められることはな

(口マ 8: 1)との慰めを付け加えるのである

洗礼は人々 る信仰の告白でもある

バプテスマは、人々に対する信仰青白として役立つのである。即ち、我々が神の民に数えられるこ

うと明自に表明するものなのである。また、我々は、キワスト若として一致して、ひとり

していることを証しするのであるのこのようにして、我々に属する ものが、

しく整えられ、也の人たちも我々の模範によって、 に向かうように刺激

洗礼を受けるには 主そのものから受けるようにして受ける

バプテスマは、我々の信{却を起こし、養い、出くするために号えられたのそれゆえに、このバプテ

スマを創始者御白身の手から受けるようにして受けなければならないの技々を我々の情欲の力

化された口我々は、その現実を見ることはできないり型礼典の最も確実な規範として、

結びつき、:主の認知葉によって、街j自身の意志が証しされるのである。

洗礼によっ を凶くする

このことの証拠になるのは、百卒長コルネワオである。彼はすでに罪の赦しを得、聖なる槻霊の日

に見える賜物を与えられていたのもかかわらず、バプテス?を受けていなかった(使徒10: 48)。そ

れは、もっと多くの罪の赦しをバプテスマに期待するためではなく、よち確かな信仰の修練を課せ

られるため、実に、与えられる担保によって信頼を増し加えられるためであった。型宇L典は、借仰を

もって受ける以外何ひとつ獲得するもの;まない。もしがな汁れば、忘思の証:しとなり、神の訴に

… 14 
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責めあるものとされる。バプテスマが我々の告白の旗印である限り、我々は白分の信頼が神の憐みの

うちにあり、イエス・キリストによってもたらされた「罪の赦し」のうちにあり、また、我々は神の

教会に繋がれ、一つの信仰と愛に一致して、すべての信仰者と心を一つにして生きるということを証

ししなければならなし )0 この最後の点をパウロは「われわれはみな、同じひとつのからだになるため

に、ひとつの御霊によってバプテスマを受けた」と語っている(1コリント12:13)0 

⑩ 洗礼はそれを執行する人間の価値に依存しない

聖礼典は、神の御一千から受けたものとして受けなければならない、ということが真実であるなら、

聖礼典を授ける人間の価値は問題とならない。ドナトゥス派の人々は、聖礼典の効力と価値は、それ

を執行する人の人柄の値打ちによって計ったのである。このような誤謬を再洗派が犯している。彼

らは、教皇の王凶において不敬度なものや偶像教徒から受けたものだから、やり直せと言うのである。

そのような空虚な説に対して、我々には卜分強力な論拠がある。即ち、「父と子と聖霊の御名によっ

てjバプテスマを受けたのである(マタイ28: 19)。従って、バプテスマは、誰の子によって執行され

たにせよ、人聞からのものではなく、神からのものである、ということを思い及ばせばよいのである。

⑫洗礼の持つ約束は 悔い改めが遅延しても 無効にならない

だが、聖礼典を執行する人が、一私人であってよいというものではない。なぜなら、バプテスマと

聖晩餐を管掌するのは、教会の公の務めに属するものだからである。(4 )キリストは、使徒として立

てたものに、これを行うことを命じたからである。死に瀕した危険があるとき、たまたま、聖職者が

そこに間に合わなかったとき、教会は長い問、習慣として平信徒がバフ。テスマを授けてもよいことに

なっていた。古代の教父はこの風習を踏襲し存認してきたが、この件について是非を明らかにしてこ

なかった。だが、アウグテイヌスは疑念を表明している。「平信徒が必要上やむを得ず、パフ。テスマを

授けることがあるとしても、このことが繰り返さるべきであると正しく言-ぃ得るものかどうか、私は

知らない。なぜなら、必要上やむを得ぬものでもないのに、こういうことを行ったとすれば、他の人

の職務を侵害するものである。しかし、必要に迫られて行ったとすれば、それは罪過でないか、ない

しは、罪過だとしても許される罪過だからであるJ(1パルメニアヌスの書簡を駁す」第2巻、第13章)。
アウグステイヌスの時代、婦人たちは、バプテスマを受けないままで子供が死ぬことになれば、生ま

れかわりの恵みは取り去られたままになる危険があると言う。しかし、カルヴァンは、そのようなこ

とはなし )0 神は、我々の子たちを、生まれる前から、御自身の民のうちに加えると宣言されておられ

る。神は我々の子孫の神となることを約束されている(創世記17:7)0子供たちの救いは、この御

言葉のうちに含まれている。何びとも、神の約束がそれ自体で効果をあげるには不十分だというほど

に、神を軽んじることはできないのである。旧約のもとにおいて、生後8日日以前に、割札をまだ受

けていなくても、それ白体として、救いをもたらすに十分効力があった約束が、今では、徴の助けな

しでは発効するにいたらないとするからである。 (5) 

⑩ 再度の洗礼を主張することは偽りである

アウグステイヌスが生まれる前の教会の風習がどうなっていたかは、多くの古代の教父たちによっ

て明らかである。まず、テルトゥリアヌスによって推論することができる。彼によると、「婦人たち

は教会において、語ることも、教えることも、バプテスマを授けることも、捧げることも許されな

かった。それは、婦人たちが男子の務めを侵害しないためであり、まして、祭司的な勤めを自分のも

のとしないためである。jと言う。マルキオンに対する非難も、彼は婦人たちにバプテスマを授ける

白山を与えたというものであった(異端駁論)。
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ることができるのは牧師だけである

る資格を升らに帰するのは間違いだということを知っておく

と型晩賓とを官掌するのは、教会の公の務めに属するものだからである

キリスれま、使徒として立てたものに命じられたからであるの平信徒が必要q--.やむ

ることがあるとしても、このことが繰り返さるべきものであるかれ

ゆおいて、いっさい例外なく、洗礼を授けると、

カルヴァン については、こ

注

1 )カルヴァン {基務教綱変~Jl rt1L1IM樹訳新救出版社昭和14年 275#
リスト教縞宏~J iJ支)llf弓jよ民 事i教WJ坂社 196511:. 11肖

2) liiH時書 lTtf 
3) fiiH品丹 21f(
( 4) がrt品市:

5 )前掲 32工(

(2) r幼児洗礼論j

前項では、カルヴァンの「洗礼の意識Jについて取
キリストの制定と誌をの持管と

tブテスマ;土、入院の考案ではなく、持の制定であるJ。

り上げるの

リスト教綱要~j 第

という表認で取り上げられ

は、教会に大がかりな紛争をまき超こしたので、カルヴァンは、こ

バプテスマの奥義を明解にしたいというの幼児洗礼反対者は、「これは何ら

たものでもなく、ただ、

て、市及率にも慣慢とし

マンの見解)。 被らは、

とによって発明され、 lJ:¥かな気前よさによっ

う(fシュライトハイム条項jメルピオル・ホフ

を置かないならば、一本の糸によってつり

られたようなものだというのしかし、カルヴァン;ふことが、正しく吟味されてこのような

は、主の型なる秩序に対してなされた、諮りの不正の侵害であるとすればどうだろうというりそこで、

この由来を探究しなければならなし

i:.が教会に残した型札輿の正しい考察は、単に外的な儀式に;院かれたものではなく、むしろ、

とにかかっているのであるりそれを象徴するために、主はこれらの儀式を定めた

のであるりこのことを、相握する人は、バプテスマの其開と本質を会得したのである。聖書は、キリ

しJこそ、このバプテスγにおいて第一に示している O 第二に示され

しめること」であって、これはキリストの苑にあずかることによって成り

によって新しい命(聖と純潔)に生まれかわり、キリストとの交わりに入るのであ

る。さらに、バプテスγは、人々の前に我々の宗教を託しする旗印でもあるの

一括一
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③ 「バプテスマと割札の比較」

「バフ。テスマ」の制定以前に、それにあたるものとして、神の民には「割札」があった口バプテスマ

と割礼の類似点について洞察する口主なる神が、アブラハムに割札を守るように命じたとき、神はア

ブラハムと彼の子孫の神となる(創世記17: 10) と言われた。それに加えて、神は-切のことに充ち

溢れ、満ちたらせるとされた口それゆえ、アブラハムは、この判lの一切のl~ きものの泉となることが

できたのである u これらの佐IJ丙葉のもとに、永遠の'1:.命の約束が合まれている。パウロは、エペソ人

が滅びのうちから、主によって解放されたかをぶすところで、彼らが割札の契約に入れなかったとい

うことの論拠として、「キリストなく、神なく、望みなく、約束のもろもろの契約に縁のないもので

あった」と結論づける(エペソ 2: 12)。それは、割札の契約そのものが、忠みを合む副Eしだったから

である。だが、不死の生への第一歩は「罪の赦し」である。それゆえ、この約束は、バプテスマの約

束と対応する。そして、割札が「肉に死すること」の徴であることを疑問と思わないために、モ一七

はイスラエルの民に、心の皮に割札を施すことを勧合する(出エジプト10: 16)。なぜなら、彼らは

地上のすべての国民のうちから選び出された神の民だからである O それゆえ、我々は「バプテスマ」

において与えられたと同じ霊的約束が、「割札」において父祖たちに与えられたと主張するのであると、

カルヴァンは言う口(日)割札は、彼らに「罪の赦し」と「義に生きるため」に、「肉に死ぬ」ことをあら

わしたからである。

く4) 1両折の相違は、外的な儀式に関するものでしかない」
今や、「割札」と「バ7

0

テスマ」というこつの徴の!日jに、どのような類似があり、どのような相違が

あるかは同難ではない。神の慈しみと罪の赦しと永遠の生命との約束は、|両者-通じて同一であるの十n
違点は、外的な儀式にすぎない。事柄の本質は、「約束の言葉」と「事柄そのもの」である O 従って、

割札に関して riわれることは、同時に、バプテスマにも当てはまる O この関係を導くのは、使徒の

たてた規範である。それは、すべての聖書解釈を 11計卯のはかりにしたがって」行えと命じる(ロマ
12 : 3)口割札は、ユダヤ人にとって、神の民、また神の家族として受け入れられた。それと同じよ

うに、バプテスマによって、教会に加えられる O 従って、バプテスマが割礼の位置を紙本し、我々に

対して|司ーの役割を果たすことは明らかである口

⑥ 「幼児が契約にあずかることは、 lL三百である」

幼児を神の定めによって、それに相!必しいものとして、バプテスマに与からせることが、正しいか

どうかを、探究することになった。我々は、水という物的要素と、外的な規日Ij遵守にだけしかかかず

らおうとせず、その霊的奥義に精神を向けかえることに棋え得ない人を、無駄11を呼んでいけないだ

ろうか。主なる神はIU約の昔、幼児たちに割礼を授けるように定められた(創世記17: 10、レピ12

3 )。この割札によって、その時にあらわされていたすべての恵みに、幼児たちもふさわしい者とし

てうからせたのである O 神は、「幼児の割礼は、さきに合げられた契約の約束を証印する封印となる

であろう」とはっきり言明されたのである口もし、この契約が今も変わらず堅固で、確実であるなら

ば、それが今日、キリスト者の子たちに相応しいのは、 IU約のもとでユダヤ人らに適用されたのに劣

らぬわけである。そしてもし、 f供たちもその「徴」の表す「事柄そのもの」に与るとすれば、どう

して「徴」からしりぞけられるであろうか。もしf1共たちも「実質」を獲得しているならば、どうして
「象徴」から締め出さられるだろうか口外的な「徴」は、聖札典においては、「御言葉」と結びついて切

り離すことはできないが、もし、両者を|ベ別するならば、我々はどちらをより重要視すべきかを考え

てみてもらいたい口我々は、「徴」が「御託業」に隷属すると見るのであるから「徴は下に立つ」と丙い、

また、「徴は劣った位置を l'iめる」と評価する。そこで子供たちにも、バプテスマの「御言葉」は lí~J け

られているのだから、静Il言葉の付属物である「徴」をどうして子供たちに禁じてよいだろうか。彼ら

-17-
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は、制札を諸すには定められた日があったと反論するが、ぞれは、古い抜けで、ある。我々は、ユダヤ

人のように、一定の日に縛られてはいないのむしろ、この{午については白山であるυ 主は、バプテス

マのLIを指定されなかったが、幼克が;正式の式典によって、御自分の契約のうちに入れられるのを欲

するとH明しておられるのであるから、我々はそれ以上なにを開うべきであろうか。

tブテスマにある」

る。それは、持がかつてアブラハムと結ばれた提

なたとあなたののちの子孫との神となるJという契約は、背ユダヤの民に対してなされたと
じく、今日、キリスト者に対して謀立している U ユダヤ人の子供も持の契約を受け継ぐものとされ、

「聖なる樟挟Jと時ばれたり向ヒ理由によって、キリスト者の子供は(11吋腕の・方だけが信仰者の子
でも)、型なるものとされる。神はアブラハムと契約を立てたのち、ただちに、その契約が外的な型

ちに託手IJされたことを定められた(創世記17:ので、キリスト者は、今日、

同じものが証しされ、封印されないことに、どういう瑚111をあ

イエス・キリスト辻幼児を受験;

を確証するために、割礼を指定されたりその割干しは矯11こさ

っていて、我々はそれを(契約)コ鳴ゲヤ人と共布す

るリ彼らにおいては、「割札」であち、まえ々において辻、

マタイ19草13節に、二子供がイエスに近づくのを禁じた弟子たちを11とって、イエスは、子侯たちを抱

擁され祝福された、と記されているのイエスは、子供たちにバプテスマを施さフ、

た汁であるから、幼児洗礼を授けて誌ならない、と反対論容はいうのしかし、カルヴァンは、よく

注意してみると、キワストは「米間はこのようなものの13i1であるJと言っておられることを、軽々し
く見通ごしてはならないというじ:ll もし、子侯たちがキリストに連れてこられるのが正当であるな

ら、どうして彼らを受けいらないのであろうか。もし、天爵が彼らのものであるならば、どうしてこ

の「徴jを拒百するのだろうかつこの「徴Jは、いわば教会への入り日を開くようなものであり、これ
によって教会に介わせられ、司王!の世継ぎのうちに登録されるのである。キリスト誌、米同は「彼

のi可」とは日わず、変ちのようなもののれtJJと一行われた。これは、子供たちが、年少のゆえに、榔[1

身から遠ざけられることがあってiまならないということを示しているのである υ

明、d

i1a1走ががj氾にパブ。テスマを按けた記録がないという意見を駁すJ
に依存する幼;日洗礼が人間が勝手に作ったものではないのであるりさらに、幼児

ちの子からバプテスマをうけたという記録が聖書にiまないと、反対する馬詑げた説は、

ないのしかし、家族がパブチスマを受けたと推論するのは、狂気の人以外にないのもし、

るものならば、使徒時代に、婦人たちは、型晩特にあずかったという記録がないから、

ちは型晩餐にう¥つてはならないということになる。それと詞じことは、バプテスマにも

るのである。パブテスγが制定されたのは、仰の日的のためであったかに注志するなら、こ

してと間亡く、子供に対しても適JTJされることを、はっきり認めることができる

⑨ 「幼鬼にバプテスマを授ける

では、幼児にバプテスマを授けられた子供吉身は、どのような益をうけるのかのもし、幼児洗礼を

あ京笑う気持ちを起こすならば、その人辻、神によって立てられた割札の定めを突いものにするので

ある。一子倶たちがあずかる神の鍛は、いわば捺印された印鑑のように、敬燥な親たちに与えられた約
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東を確証し、追認し、 f孫にも神の忠;みが注がれるのである口

(再洗派のの¥バプテスマと刻字しとは全くりIJである」

と割札の類{1)，、 l論に反対する人たちは、この二種の徴を引き

も

をはるこ

うりこの第ーの

うのこの論祉に

ついてカルヴァンは、私もこの論拠に対して、事んで賛成するというのである日この論議こそ我々の

るものだからであると

用いるほかはないからであるの第ニのユ廷にウいて言えば、彼らは、

仰という野蛮な無謀をもって?堅持‘を粉砕し台無しにするのか。彼らは、ユダヤ人を非常に内的なもの

として拙き、人間よりもむしろ野獣に近いものであるかのようにするのそして、彼ら

てられた契約は、この生j庄の一時的なものでしかないとしている。もしも、このよう

通るならば、ユダヤ民族は、神の恵みによって日守的に食い飽き、ついに水溶の滅びによって消滅し

たという以外にない口なぜ、なら、我々が「割札jと、それに結びついている「約束Jを引用するごとに、
らは f割宇しは文字の慢であり、その約束は|勾的なものであるJと応酬するからである O

ない

も

ぜならパウロは、コロサイ舎の第2章で、洗礼の法が割札よりも霊的であると

である。設は「我々は、鳴のうちに宿る罪のからだを説ぎ捨てたとき、キリストによって、

ないから

よら

を受けたjと言う口これは「キワストの割干しJと呼ばれるのである(コ口サイ 2: 11)0 

で、彼はさきの主張に加えて「われわれは、洗礼において、キリストとともに葬られたjと

る口これらの言葉は、何を吉おうとしているのか。「洗礼の定成、またその実質は、同時に、

てい

実質、また完成である。なぜなら、両者ともに|可ーの事柄を表すからであるムパウロは、先に

がユダヤ人に対して意味していたものを、洗礼はキリスト者に対して表すということを証明しようと

したのであるむ我々は既に、二つの徴の表す約束と奥義とが:正いに一致するということを卜分に説明

したので、

ブラハムの子jという名称が18約と新約とで相違するという

という言葉は、!日約と新約とは信法が違う。例えば、 fアブラハムのこどもらjという

のは、!日約では、アブうハムの粧品に起源を持つ者であったの今日では、アブうハムの信部にならうも

のという意味であるり従って、割札を通じて契約の共同体に合わせられた18約の肉的な子供たちは、

来月約において、神の討葉によって不死の生に生まれかわらせられた、霊的な子供たちの象畿であると

するのである(メルヒオル・ホフマンの見解)。

この言葉は、保かに、真明のひらめきがあることをカルヴァンは認めるという。けれども、これら

の浮薄な精神の者らは、重大な罪を犯している。彼らは、始めに手にしたものにしがみつく口ただひ

とつの言葉に頑迷に同執するのである O 彼らは、どんなことについても、堅実な認識によって立つこ

とをしないのである。技々も、アブラハムの向的な子孫が、信fijJによって彼に持がれる霊的子孫

わる{立豊を、ひとときの間{片めていたことを、認める。我々とアブザハムとの期には、伺ら白然的な

ガラテヤ4: 28、ロマ4:

ぴ〉

となることを、 : 3)心 るキワストを、
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洗礼"訟の!が史的炭院i

をもっ

ぱ;fLるので、ある

すべて この約束を継ぐものであり、 て iアブうハム とHヂ

アブラハムは、すべて招じる者の父である

キリストの議活ののち、神の出の前線は拡慌し、信fil1者はいたるところから集められて、アブラハ

ム、イサク、ヤコブと共;こ、天の栄光のうちに設かれるようになった(マタイ 8: 11)りしかし、そ

によって、ユダヤ人を受け入れておられたのである。神はこの|吋民を

あがなわれた民jと呼ばれた{出エジプト 19: 5九このような恵みを註しす

るために神は需札を与えられたっこの割札のi投こそは、ユダヤ人に持は彼らの救い

えるものであったのそういうわけで、使誌は、異邦人もユダヤ人と同じく、アブラハムのf倫であるこ

とを証明するために、このような討い方をしている orアブラハムは、知{活IJ礼の状態で、その信仰を
と認められた。そして、そののちになって、信仰による義の証印としての、割札の微を受けたりそ

ものと割札のもの、日rJち、全体の信仰者の父となるためである(ロマ 4: 10)。

i玉|にいれられるようになったとき、アプラハム

りに、法札があったのである円

人の父となったのである口呉邦人に辻、

ユダヤ入に対する むなしくされなかった

パウロは、 rI夫jによるものは、アブゃうハムのではなく、ただ約束の子であるものだ
と認められる(ロマ9: 7 )と教えるのであるむこの討葉は、アブラハムの肉的な種は何の;立味もな

いと言っているようであるひだが、使徒はユダヤ人に、神の忠み拭アプラハム

には何ら拘束されておらず、ぞれ白体は何の意味も持たないということを示すため、その証拠として、

イシマエルやエソウの関をヲ!いてくるのであるの彼ら辻、内によれば、アブラハムの子孫であるが、

外部の者であるかのように捨てられ、;むみはイサクやヤコブにとどまったのである。救いは神の憐み

にかかっているのであるとの地方、よみダヤ人には、彼らが契約の罪法を守らぬかぎ持、契約

よってれらよしとし、これを誇る理由iまないのであるの使徒は、lIll統についてのユダヤ人のむなしい

を退けたが、アブラハムの子孫との問にひとたび立てられた契約がjたしてむなしくなることがな

い故に、第11辛では、アブラハムの子孫からその戒厳が奪われではならないと論じているのである

にすぎぬと

させるために、割礼を判iはアブラハムの子孫を特別に;1毒みのうちに受け入れ、

もって後づけようとされたりぞれは、キリスト教会における

ユダヤ人はその親たちによって幣加されたと論じるのと同じく、キリスト

よって般化にあずかると述べてし込るからである(コワントー 7: 14)。

を受けたのは神の御託葉による生まれかわりから生じる「霊的な子jを、ただ象機した

ちが制本し

ぎないと

いうのであるの使徒は[キワストは、先担たちに与えられた約束を全うするために、議IJ札の仕え人と

なられたJ(口γ15: 8)と論じているく〉福音の恵みは、契約の1私利にもとづいて、ユダヤ人とその子
認のものである。さらに、誠らのことを[契約の子らjと呼ぶので、ある〈能徒 3: 25) 0 これは、契約

るりまた、「子慌たちに刻みつけられた割礼は、彼らがキワストとともに

るjと説かれている(エベソ 2: 11)。は1-.のように、神は、しもべたちに対し

て慈しみ深いため、 I~ミまれ出る子慌たちも、神のiむこ加えたとおれているのは、議論の余地がない。

その他のいわれなき相違の主張

と害林しとの相違をいろいろ取り えば、 な戦い J
b
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のとし、割札を肉に死ぬことがなされたのちの第八日のものとし、内に死ぬ象畿であるという口また、

に死んだ入の坦葬だというのであるのこれらのは夢想、にすぎないっもし、彼らが第

八訂とい号ことをアレゴレイン c克;立)にとるとしても、このような意味にとることは、 i蕗切ではな
い。同じ寓君、をとるなら、教父たちにならって、八という数を第八になされたキワストの復活にかけ

るか、現iH:の生の全行税を去すととる方が、はるかに適切で、あるのなぜなら、この全行程にわたって、

内に死ぬことがつねに進行し、こうして、生祉の終わゐとき、それは完成することでもあるから心し

かし神は、割札を第八けまで作つことによって、か弱い幼児を守られたのである。もし、

の、母の胎から出たばかりの嬰児にほどこしては、傷が危険になったかもしれないから

は、洗礼と制札の矧{以に出執するり我々は、この{弱者が内なる奥義において、効用にお

見合ったものであることを認めているのである

る

まれたて

るか我々

ょく

ちは、幼さのゆえに、扱

って、生まれたばかりの

るまでは、アタソ、の子として

る。この説は、神の;点瑚に全く相反するとカルヴァン

うの(1 )なぜ、なら、子.f共たちは、アダムの子としてi貴かれているならば、死のIf1に残されるからであるか

我々が、アダムのうちにあるなら、死ぬほかないからであるのキリストは、子供たちを御トによこす

ように命じておられる (γ タイ 19: 14) (Jどうしてそうされるのか。彼は「命」だからであるりキリス

トは、彼らを牛沖、すために、詩/1自身にあずからせられるの「山内は神の出を所有することはできなし

コリント 15: 50)のである日

は、

に、この内そのものを身にまとい、この|勾に

おいて、我々のために、政々に代わって、完全な服従を果されたりぞれ故に、幼克の時期が、ぜ:別さ

ない時代でlまなし~しかし、再洗派は、聖書は「桁ちることのない種、すなわち神の

(ーベテ口 1: 23)による以外の、いかなる生まれかわりも認めないという(バルタザル・ブ

ブマイア~ r信仰符のキリスト教的パブ。テスマについて』ツヴイング 1)全集)。

幼児は、説教を聞きわけることができないとの反論

:pf洗派は、「信仰は聞くことによる」のであるため、子供たちはまだ聞く力がなく、神を認識するだ

けの資格もない。モーセが教えるように幼妃は善悪についての賠識を(中命記 1: 39)持たぬからだ

とHう。しかし、このように論じる人たちは、寵徒パウ口がf開くことが信じることのはじめで為る
というとき、それはただ¥主なる持が詩flO身の去を召すに際して用いる通常の経論を記述したにすぎ

ないのであるとカルヴァン

も、信手iJも持ち{誌ないとの

、なおも弓う。「バプテスマは、聖書が我々に教えるように、悔い改めと信仰との

である。幼児には、悔い改めも恒例iも起こり得ないと。だが、カルヴァンは、聖書には、割札は怖い

改めの徴であると明確に証・3れている(エレミヤ 4章)。パウ口によれば、それは信仰の義の証正[J

と呼ばれる(ロマ 4: 11)。それならば、幼児の肉体に割礼を実IJみつけるように、なぜ命じられたのか、

神に1mいただすがよいリ洗礼も割礼も、 [itJーの理由に基づいているのであるから、 a 方において通Jlj
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しないことは、他方においても活用しないのであるのそれゆえに、我々は言う oI悔い改めと
聖礼典である割札に、神は幼妃にもあずからせられたのであるから、今、幼児にあず、からせても、不

条理とみられることはない」とひ劫見は製札を受汁たその瞬間には、この徴が告にとって何の意義を

を、少しも理解していないりしかし、彼らは、)露欺し汚された本性の死のために、

を施されたのであり、のちに、成年に達してから、この肉に死することの修練を積むことになるから

である。要するに、「子供たちは、持米の悔い改めと信仰のために、洗礼を綬けられる」と言えば、こ

れらの反論は一首のもと るのである O

洗礼を受けた幼泥は成長して、それを瑚解する

、このことに、 f不条理jの熔印を押そうとするが、(パルタザル・ブプマイア…

ツヴイングワ全集)夜々は次のようにこれを拭い去るのである

しいとしたものが、生まれかわりの慨を受けはしたが、成長する日を待

ら移されるとすれば、そのとき、我々の理解の及ばない街j撃の力をもって彼らを

新しくされるのである。どの方法がよいかは、神のみが知るところであるム幼児たちは、

質がft1Jであるかを教えられるはどの年齢に達したならば、:全!:E握を通じて袴練すべこと

なるために、務めるであろう u 幼泥洗礼においては、主なる神によって子供たちと結

国くされ、泊認されるという以とに、現在における効力を要求すべきではない。この

らかじめ知っておられ、あとからともなうものである口

その{患の同洗派の理論に類似した議論について、手短に追及してみたい。「洗礼は、揮の数しの

ために子えられるものである」と?農らは詰う。もし、このことが認められるならば、技々

けられるりなぜなら、我々は罪人として生まれたため、 i予の胎におし込て、すでに罪の赦しを，必要とし

ているからである。小さい子供にも、罪の赦しは号えられる。その徴を奪ってはならないのであるの

⑩ 先立つ伝仰と悔改めなしに、洗礼は施されないとの理論の取扱い

さらに、彼らは告徒時代は、前もって信保と悔い改めを告白することなしには、

を受けたことは確認できないという D 自[lち、ベテロは、心.-

きか」と尋ねられたとき、まず、協い改めをせよと勧告し、

よと、すすめているのである(慢徒2: 37)。これと

じさえすれば、

を与えると

としているし、第二の聖匂は

で十分だとしているのであるり後らは、二つ

きだと、答えるだろうと

峨かかっているという口ベテ口とピワポとによっ

に相応しいものに対してのことである心

¥ピリポは白日から洗礼

8 : 37)口干

してはならないと主張する。

について何の詰及も

⑮ 成人の場合と をアブラハムとイサクを例に、説明する

は、アブラハムをばれたとき、割礼によってはじめることをせず、また、

味するかを思そうともしなかったりむしろアブラハムと契約を立てようと買討した

ひと与として、

々は似をすべ

ナ
ど

ここか

だけ

をいだく

を意

その次に、約束を殺が信じたのち、車礼典に号るものとされた

ハムにおいて、信仰の後に聖礼典が来、その子イサクにおいては、

アブう

ったのであろうかりそ
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辻、大人になってから、それまで、縁がなかった契約の共同体に受け入れられるものは、前もっ

暢んりることが適'11であり、しかし、その親から生まれる子供はそうでない
4

より、約束の形式によって、すでに、母の胎から契約のうちに入れられ

ているのであるの

ヨハネ 3表ら節による再洗派の反論

らによれば、この首葉は、洗礼においては、現在的な生まれかわりが要求されると考える or人
と霊とによって生まれかわらなければ、神の回にはいることはできないJ(日ハネ 3:5九しか
、キリストは、ニロデモに入関の本?をの鵜;設を説明し、生まれかわらなければ、ならないこと

えて、彼がそれを肉体の牛ぶまれかわりであると夢想しているために、生まれかわりの方式を示された

のであるむつまり、それは、水と霊とによる生まれかわちである。これは、霊によゥて、と

のと同じなのであるのそれゆえに私は端的に、「水と霊jというのを、えであるところの霊jというの

である。

を受けぬものが、すべて必然的に、永速の死に渡されるというのは、最構である

ないすべてのものは、

であったとツヴィングリは述べている九そ

によって、大人だけに洗礼が擁されたと

Hを持つうちに、突黙の死によって取り去られたとすれば、後らは何というだろうかa

東は、はっきりしている orすべて子を信じるものは、死を見ず、裁きにいたることなく、死から
に移ったのであるJ(ヨハネ 5: 24)。まだ、洗礼を受けていないものを主が断罪したとは見られな

い口ただ、洗礼というものは、これを受ける機会が得られなかった人がただちに滅びた人であるとい

うほど不可欠なものではない。再洗派によれば、キリストを所有するほどの信仰を与えられたもので

も、何らかの原内によって洗礼を受けなかったならば、例外なく滅びに定められることになるO 彼ら

にとっては、 にとって不 るむキリストは、 はこのような年齢のものに

えられるjとさ る〈マタイ1ヲ:

マタイによる による

、マタイ福音書の最後の車から得られる洗礼の制定から取り上げる。それ誌、キリストが

使徒たちを世界の国民に向けて送り出すとき、洗礼を授けるように命じておられる個所である(マダ

イ28: 19)。彼らはさらに、マルコ伝の最後の司葉を結びつける。「信じて、洗礼を受けるものは、救

われるJ(γルコ16: 16) 0 彼らは詰う。[主の御言葉が、洗礼を授けることよりも教えることを先に立

て、そして、

i之、

しがあなたがたに

れているからである O

⑩ マルコによる福音書16章16節の問問

るよう

これに対してカルヴァン

という。これはキ

るつイエスは、

よI(マタイ28: 19)と

再洗派の論拠は、ある程度論破したと思う。しかし、真理というものは、単純さにおいてこそ十分

されるものであるから、このような較い議論をあげて逃げようとは忠わない。それゆえ、もつ

る返容をしたいとカルヴァン
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ここでキワストによって与えられた宇a裂な命令は、倍晋を官べ伝えることであるの誌札を授ける務

めは、いわばふろくのようなものとして、これに結びつけられたのであるのそこでキリストは、

については、これの実掩を、|教えるjという機能に従嘱する

は、福音を伝えるべくすべての国民に使徒たちを

はどのような人たちであろうかりここで、は、

たちは、教えを受けて、それから洗干しを

われるJ(マルコ16: 16)と
れているのであろうかの披らは、「大人になっているものは、 j完札を授けられるより先に、信じるも

のとなっているために、まず教えをうけなければならなし~それゆえに、読干しを子供たちに受けさせ

るのは不正であるJとの論法になるつ

イエス・キワストが幼児の洗礼を受けなかっ

私は、非常にわかりやすい開えを述べるのもしもある人が、

さなかったことをたてにとって (llテサ口ニケ 3: 10)、子供たちに食物を号えることを再認しな

らないというごとらば、その人は万人からl需をIl+きかけられるので;まないかのこれは、 うじの

楠類の人間と一定の年齢のものについて言われているのに、無来号Ijにすべての人々に移すからである

キリストは、 30歳になる誌は、洗礼を受けなかった(ルカ 3: それは事実である O しかし、そ

の珂出は、彼はそこで、洗礼の実震的な基礎を佐!JU身の宣教によって据えようと決意され、あるいは、

むしろ、ヨハネによって据えられた洗礼を、確立しようと決意されたのであるのそれを、最も良し

ち、立教の火ぶたを切る時になされた

A
W
J
 

公
ソ
j
v
h

る。洗礼は、我々

をも、与えねばならなくなるとの反論

ことが許されていなかった。再洗派は、このこと

して、カルヴァンは、次のように反論するの

また、それによって神の民のうちに加えられる、いわば入学

しく生まれ、霊的な生まれかわりの告をである口一方、それに

ぎて、向い金物を女べることができる大人のためのものであ

る。聖娩資は、等しくあずかるように提示されたものではなく、主の御からだと{まとを知り、自己

を検討し、主の死を告げ知らせ、ぞれの力を考量するに相応、しい者にしか差し出されなし

徒が!おのおのは、自分自身を検討し、かっ検査し、それからパンを食べ、杯を飲めJ(ーコリント
11: と勧めるとき、主が伝えた百葉-以上に、鳴らかのことはないり従って、ド;分を検討すること

ができない幼児に、これを期待することはできない。主の命令はけったしの記念として行えJである
(ルカ22: 19) 0 このようなことは、 において、規定されていないのである。

再洗派への反駁の総話

神は、敬!襲な人々に対し、天の父からの豊かな恵、みにj詳し、その f孫にまで、配慮が及んでいること

を、単に三葉をもってのみではなく、!洗礼の鍛によりj、lJに見えるようにして、いよいよ確かなも

のとされたりその配惑は、我々の子供たちのためにも立を用い、日がJil1くようにされたのであるひこ
こから、子供たちを敬患と律j去の諜隷と訟の認識のうちに、教育をするように、子供が:やまれると

すぐに、教会の技体として受け入れた口ぞれゆえ、神の恵みを悪意によって曇らせようとしない限り、

を与えよう口我々の幼子を、神に捧げよう

… 24 
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注

(1)カルヴァン 『キリスト教制安』 前 ~LJh命 前16-4L 度辺恒夫沢 新教1111版社 1966年 35ft

(2 )前tM占 3Tff
(3 )前掲古 11民

(4) t首相芹 53rt" 

( 5) liiitlHlF 56ft 

(6 )前iij書 76n

五幼児洗礼論

カルヴァンは洗礼論で、「幼児洗礼」を全両的に支持し、再洗派を徹底的に攻撃してきた。その「再洗

礼派」について論じる前に、「幼児洗礼」の歴史とその展開について述べておきたい。

幼児洗礼の問題は、歴史的にー!日くから論じられてきた事柄であるという (1)テルトゥリアヌスによっ

てなされた百定的な提斤から、アウグステイヌスとペラギウスの論争、宗教改革者と再洗礼派の問題、

バプテスト教会等の幼児洗礼否定の教会の創立、クルマンとバルトの論争にいたるまで、いつの時代に

も論じ続けられてきた問題である。しかも、幼児洗礼の問題の困難さは、礼典論、教会論をはじめ、キ

リスト教の教理全体にまで波及するだけでなく、洗礼そのものを、改めて問いなおさせるような性格を

持っている。また最近のヨーロッパで、は、成人した者が、白分の意思と決断とで洗礼を受けることがほ

とんどないu 今日のfI本は、キリスト者は少数であり、初代教会の事情に近いのである。

幼児洗礼の問題は、洗礼論と幼児論から考えなければならないと赤木氏は言う。 Ulつまり、洗礼と

は何か、という洗礼の本質論からの視点と、幼児を教会と家庭においていかに位置づけるかという視点

である。古代東方教会においては、三世紀以後ある期間、幼児洗礼は肯定かつ実施されたが、その場合、

幼児の原罪論が確立していたかというと不明である O 教理史上初めて幼児洗礼肯定論を記したオリゲネ

スは、幼児のみならず人間一般に関して、徹底した原罪論を抱いていたわけではなし'0再洗礼派も、幼

児原罪論を否定していたわけではない。幼児洗礼は、原罪論からではなく、契約共同体論の視点から:主

張されており、首尾一貫した、整合した議論として展開されたわけではないのである。

幼児洗礼の問題を取り上げる場合、最も困難な課題は、直接資料が非常に少ないということである。

新約聖書にも直接幼児洗礼に触れた表現はない。古代教会史においても、テルトゥリアヌスに至るまで

認められない。彼は、『洗礼についてJ(200年-206年)で最初に幼児洗礼について書いている。三世紀

以後幼児洗礼が実施されていたが、阿世紀になると、受洗をできるだけ延期するという習慣、はなはだ

しい場合は、臨終にいたって受洗するという?引責が生じてきた。アンプロシウス (340-397)はキリス

ト者の家庭にlf:まれたが、 34歳になるまで洗礼を受けず、司教に推されて、初めて受洗した。アウグス

テイヌスも、母モニカは篤信な信者であったが、幼児洗礼を受けず、同心後、 33歳で受洗した。ヒエロ

ニムスは20歳で受洗した。

東方においても事情は同じであった。カパドキアの神学者バシリウス (330-379) とグレゴリウス

(329 -389)は成人後受洗し、クリュソストモスも20代になって受洗した。コンスタンテイヌス大帝が

臨終に至るまで受洗を延ばしたことは有名である。このように、四世紀における受洗延期の事例は多く、

この宵慣はかなりの期間存在したことは事-実である。いったん定着化したように思われる幼児洗礼が、

なぜ四世紀に至って中断されたのか、これが古代教会史・教理史における幼児洗礼のひとつの重要な問

題である、という (3) 

エレミアスは、所謂「オイコス定式」によって、使徒行伝に記された「改宗洗礼」に際しては幼児は
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洗礼必の歴史的民間

と共に受洗したと考える O しかし既に{話、;者となった

コ口サイ人への子紙7 っているように、

はなく、 て、初代教会においても

10 16)が、福吾書記訴によっ

されるようになる。以後、 i まで、

おいて行われたり

なぜ、

れるようになったの

に答を出さなければ、エレミアスに対する

されるようになっ

していなかったが、キプワアヌスやオリ スになると、こ

なってくる。そこから、生まれて間もない嬰児にも、アタゃム

されてくるのもっとも彼は、歴史家とし

を担う者として、受洗の必要が

もかかわらず、披器入としてはルタ

て、 を表している

において、最初の幼児洗礼否定論者は、チルトゥリアヌス

ワとりである。彼辻、ニ尚紀末から二

るO しかも文i試に手支つで

した人物である。械の幼

n5けしについてj(De baptisumo)と題する審物に見出すことができるのそれによると
なるほど、主

らは成長して、

幼児がわたしのところに来るのをJj-.めてはならない、と。それなら、彼

、また自ら誰のもとに来るのか学び、知って、来るがよい。またキワストを知る

ことができるようになってから、キリスト者になるがよし

しを受けなければならないのかむこの場合、こ

舞っているであろうか口結婚していなし

女は成熟のゆえに、議婦は落ち着きのない生活のゆえに、 ミからである。 な

リニついて確信しているものであるム ('1) テルトゥリアヌスの言葉は、短いものであるので、

幼児洗礼について委縮を尽くしたものではない。そこで、この文章をいかに解釈するかという問題が

を明らかにして、こ

テルトゥ 1)アヌスは、

の変化によって、

ら 200年頃まで、の rs~

格を有すると共に、他方カイ

る もある

ら考えてみたいQ

テルトゥワアヌスは、サクラメントをどのように理解していたかりその本質をどう考えていた

クラメントの本質を「拘束性Jにおいていたものと考えていたの従って、サクラメントにおい
て決定的なこと辻、そこにおいて宣誓あるいは自発的信仰行白がなされるか百かにかかっている口彼

の著書で¥「被ら(幼児)は成長して、学んで、また自ら誰のもとに来るのかを学が知って、主のもと

がよいりまたキワストを知ることができるようになってから、キリスト者になるが良しづと述

べているのそこには、後の肖洗礼涼の幼児洗札百定論に見られるような、信仰の主体性の重視と倫

理的責保意識の強調がみられる。次に、

る。

われているつそしてこ

しかし、テルトゥリアヌスの場合は霊魂遺訟説が主間で、あるのに、アウグステ fヌスの場合
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伝説に力点が置かれていること、及び[ilij者の しEる く異なっているのである

アウグスティヌスは恩恵論に関してベラギ乃スを相二子としており、初めから罪と原罪が論じられてい

る。これに対してテルトゥリアヌスは、霊肉を分離し撃のみの救済を説くグノーシス主義に対し、霊

肉の一体性及び肉体も神の被造物として本性上持であることを証明するために、霊魂が肉体とひとつ

となって親から子へと遺伝することを力説したのである日彼の説は、魂の遺伝であっ

はない。(:; ) 

(2)最初の幼児洗礼昨定論オリゲネスとキブリアヌス

オ1)ゲネスがこの問題について言及した言葉は、次のー:つである。まず、「私はダピデが次のよう

に言っているのを開いたり f私は不義の巾にみごもられ、私の母は罪のうちに私を生みましたjと彼は

っている G この事は、 i持において生まれたすべての魂は不義と罪とによって汚れていることを示

日にすぎなくても、いかなる人も汚れから法くないことが語

にも洗礼が授けられるのは、この

しのために洗礼を受ける O 後らはどんな罪を犯したのか、

しEて

ることは盟難であるの例えば、ハルナックは、

を間接的に肯定したことになると古っているが、オリゲ

ネスが幼児洗礼に帰している効来は、幼児が両親の性交によって壊飴するとき受けた汚れを清めるに

すぎないという。

これに対して、カトリックの研究家の中には、昔からオリゲネスの原罪論をトリエント

持するひとつの証言と解する立場もあったりたしかにオリゲネスの吉葉をそれだけ切り離して取り上

げると、彼はあたかもアウグステイヌスの先駆者のごとき!惑を与える O オリゲネスによると、生まれ

たばかりの嬰児は自由意志によって現実的に罪を犯さなくとも、超時間的限界:によって神に対し

fjtill貨となっている。この、事l止、彼が性欲を不純なものと見なしていることにもえ見われているの彼は結

婚を不遜なことだと考える。従って、性交によって生まれてくる子供は、すでに父母によって罪の判

れに染まっていることになるn この場合オリゲネスの言う罪は原罪ではなく、人知全体をおおってい

る重苦しい運命のようなものである。従って幼児洗礼の必要を説いた文章も、パウロ的原罪論にした

るよりも、むしろ肉体にまつわる運命からの脱却を討指したものと明解するはうが適九

オワゲネスの涼罪論は次のようにまとめることができるの

とその影である死をこの怯に導入し、かっそ

していたということ

したので誌なくて、

認し、その読として死

にもかかわら 7、

オ

ら嬰;巴も

ことを結論づけたのであるつ 同じことはキプワアヌスについても言-うことができる

キブリアヌスはオリゲネスと同様に、幼児洗礼の必要性について特に神学的に論じたわ

ただ幼児洗礼の実施をn明の事実として、その方法についてのべている
としてあげている嬰児原罪論は、オリゲネスと同様に明確なものではないの

ころ、 66人のいl教からなるカルタゴ教会会議の決定を伝えたもので、フィードスの見解、即ち、幼児
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洗礼はユダヤ教の割札に準C

い、という見角ヰに対-して、キブリアヌスは、

したがって変化するが、神においてはそうではJないの

ら、こ

ではない。{足って、

いるか

を肉の制札によって妨げるべき

えないJと、キプリアヌスは答えている。
を考察したが、オリゲネス

スも

れていた幼児洗礼を、

よい。

に記されているように、

るのオリゲネスとキブワアヌ

し、肯定しているが、結械的

との

く、プロテスタント

は、アウグステイヌスによると m言って

架のしるし

つけられる」にとどまり、幼児洗礼を受けなかった。 きる

がっていたのである口キリスト教公認に踏み切ったコンスタンテイヌス大帝すら、

たのは死の室rIijであったが、それは洗札による罪の赦しの効果は、受洗前犯した罪にのみ限られると

いう固定的考えが支配的であったからである O 他方、洗礼を誠魔 (exorcism)のための;手段とする呪

術信仰が、民衆の間に広がっていたことにもあるのアウグステイヌスドi身幼年期、

母モニカが琉てて設に洗礼を受けさせようとしたところ、病気が治ったの

を避ける子段と見なす事は、当時のf汗者に共通した考えで

を受けたが、 した

それは幼鬼洗礼が内包している模本問題、即ち岳由意志、と原lJHの本質-並びにlrilj:者の関係について、後

年ベラギウス論争において取り組まねばならなかった大問題が、彼の内部において自覚的になってき

たからであるつ問題は白由意志と罪設びに信仰との関孫である。 ltまれたばかりの嬰川には自由
による判断や行動は欠如しているゥこのように罪も信じる能力も欠如している嬰児に、なぜ洗礼を施

るのかというのが、アウグスティヌスのみならァ、 を問われる

アウグスティヌスは、幼把洗札は、子供を神に捧げる人の伝仰が f善仔 (beneficium)Jとして貸し
えられるというひその望書的裏付けとしてナインの寡婦の例を引き合いにしているのつまり

によって、幼児自身に信仰が帰せられるという考えである

キワストの体なる教会の信仰や教会における連帯性がアウグステイヌスの

、キリストのf本である教会を通してなAえられるのであ持、

るの幼児洗礼論は、原罪論とともに教会論が重要
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アウグスティヌスは、幼児洗礼は教会の業であることを

と

て、

またキ 1)スト

と

ギ、ウス

は、アダムのlJt~や死によって死ぬのでも、

るのでもない。モーセの律法は、天国へ人を導くことにおいては、

リストがi埠誕される前にも、罪のない人がし

ミと}肢し;及び幼児洗礼について』三巻を著したりこれは、ベう

るのこの後、 413年頃行われた『説教』に幼児洗礼について e言及し

ているのでこの書から要点を述べる。アウグステイヌスとペラギウスの相違点は、幼児洗礼を執行す

べきか行かではなく、いかなる開山で幼児洗礼を行うかという神学的基礎づけにある。ベラギウス派

は、幼児無原~mi命のな場を取るのだが、そうすると、なぜ、彼らは幼児洗礼を認めるのか、罫!の赦し以

外の理LUで洗礼を執行しなければならないのか、という事が当然問題となる。これに対してベラギウ

ス派は、「幼児は、永遠のヰ悶命を得るためではなくて、天出に入るために」受洗するのだ、と言うの彼

らによると、幼児は「無垢の功結」によって日分日身の罪を負っていないし、またアダムからfiX罪を

受け継いでもいない心だから幼児は受洗しなくとも永遠のホ命を受ける事ができるのだが、神の問、

即ち天国に入るために受洗しなければならない、というのであるの

アウグスティヌスは、 f教会の古い、正当な、問問な習慣によってし幼虫は円三者 iと[1芋Li':tlると

う。また[幼児はIr!lj来誌の信仰によって信じているのだ]とも古うひ

スの

浸

ないゆえに、天国に属しないと

マス・アクイナスは

し

、テルトゥリアヌスくらし

自 自な 晃られなし

は、「うヂイカルな改革者たちjあるいは「宗教改革のlL:

彼らは、いわゆる改市者たちゃカトリック教会と激しく対決したのである。幼克洗

礼否定論者においても、それぞれ、考え方が相違する。 G.H.ウイルアムズは、〈白再洗礼派、②スピリ

チュアリスト、③福背主義的(非カトリック)合理主義者の三つに大別している口

り〉再洗礼派

1523年第二[nJチューリビ討論に際して、ツヴイングリがカトリック[内ミサを廃止し、これに代

わって福音主義的型資を、市:?Ij同の力を背景に、実施しようとしたときに起こった反対運動から幼

児洗礼否定が始まったと iIわれている口 (11)
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洗礼5舎のj援叱的展開

については、項uを改めて詳細に取り上げたいの

?主

nu書記洗礼』 訂本基督救出信仰l職総委員会幅 日本基督教i升{JJ1版t"j 1975年 2 
2 )前掲書 f給見沈干し論ーその歴史的展開J赤木許光 90頁
3 )前掲書 99良.

(4 能掲需 114'只

5 )前掲書 128U

( 6) f詩掲宮 134訂
7)前掲讃 140i;(

8) liiif昌吉 152ti 

9)前掲書 155頁

(10)説J込書 161t( 
前掲書 172t:! 

六.幼兜洗礼苔定論

1.再洗札派(挟教改革時代のラヂィカリストたち)

1カルヴァン拡大著 fキリスト教綱要iを著わし、後世 3 ゆ
点も残したと思うヮそれは、 1553年七ルヴェトゥスを塑なる一

10月に火刑に処したことであるのもっとも、こ

27日に、カルヴァン研究者エミール・ドゥメルグなどの主唱により、現場に臆い

る宗教改革者を敬愛し、感謝しつつも、その時代につきものだっ

白山に出く留まるため、こ る」と記さ

として、カトリック なく、ルター沫とカルヴァン派

の殉教者

1527年 1月51::1、ブェワックス・ γ ンツが裁判を受けていたのその揮は、[再洗礼jを施したという

であったの洗礼を施す者もこれを受ける考も、チューワヒ当局は、国法によって厳罰に廷すこ

とを決めていたのもっとも、両洗礼禁止令は、すでに、四世紀のテオデウス法、さらに六世紀のユ

ステイニアスj去によっ

した文によると、

た

されていたのである O ツヴfングリの後継者ハインリヒ・プリンガーの

ンツは海の塔から魚市場に連行され、;lIj'kニ乗せられたとき、後は神を

を捨てることを感謝すると言ったねなぜならば、再洗礼こそは実実であり、神

キリストもまたその弟 m子たちが真理のゆえに苦しむべきこと

ちが彼に反論を加えたとき、彼はこのようなことを口にし

その閥、設の母親と兄弟とが彼に向って、最後までその頑きのうちに出く留まるようにと励ました。

小胞の前で縛り[:げられ、死刑執行人によって水中に投ぜられるとき、彼は声高くこう唱えた、

manus tuas domine commendo spiritum meumJ (主よ、 j女の前i子にわが魂を委お奉る〉はj遺体は水

から引き上げられ、近くの型ヤこ1

る最初の殉教者として記録されたのであるのマンツ

改革の戦いに参与した

30一

は、ツヴィングリの身近にあって教会

EリマトJlIに投じたのである口
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4月、シュノtイ二ζ

したと言号表選されている

タントの諸較とは、ただこの一川、

をしたのであったのそれから数一ト年におよ

あったけ γ ンツの処刑に端を発し、それから

者がr(Llを流したと相測されているの

、カトワックとルター派のプロテスタント

物いいで、カトリック教会とプ口テス

に関しては完全な意見の一致

り苦難と殉教と豆、従の連続で

「再洗礼派|という呼び名そのものが、的;蔑と恐怖の混じった被雑な感情を呼び起こしたの

おいでさえ、「狂信主義」、「熱狂主義J、「主側主義J、「反律法主義ム
反社会的傾向具現者とされてきたのである日(:l)彼らは、

つO

ヴィング1)(スイス

スイスに結源を持つ再洗派の!摂史と密接な関係にあったのは、チュー 1)ヒの宗教的改:革持ウルリ

ヒ・ツヴィングリであるの 1484年生まれで、ルターと同年配である。彼は1506年、カトリック

ilJ祭としての叙任を受け、 10年間ゲうールスの教会に仕える。天然資減に乏しいスイス

，'it，1土、諸外向、ことに訂ーマ教県庁の傭兵であった。彼はその問、 2聞にわたって、スイ

司祭としてイタリアへ行ったのしかし、この析に見聞した戦争の悲惨さを媒介として、教皇庁のあ

くことにな号、それが間接的に宗教改革への途を鍛えるに至ったのではないか。

，j: ，古典古代iす会わち、ギリ

いては、キ

を意味する

ことになったのである。 1516年にはエサスムスのギリシャ語新約聖書がパーゼ、ルで刊行されたりこれ

まで、中世一千年の問、教会の公用語たるうテン語訳聖書以外は、読むことが許されなかったのであ

るの初めて堅持を原語で手にすることができたツヴイングリは、感激のあまりパウ口:存簡をすべて原

したという刊 のローマ・カトワック教会の

となってくる

どを-切除去した

を日指したのであるのそれは、

実践?あるり

1518年、彼はチューリピのグ口…ス・ミュンスター教会の招きに応じて赴任したり

「神の百の純粋な説教」を開始する。彼は説教壇にあるヴルガタにかえてギリッシャ をす

え、 γ タイによる福音書の連続講解説教に取り掛かる口これは口一γ教会の習慣を真っ1{:IJから百定す

るものであったりこうして、識は連続講解説教という改革派教会の伝統を築くことになる。反響は大

きかったねその熱更!!な説教によって福音主義への転向をした人々の数が増えていったの彼らはただ型

いわゆる

という光の:ぐに、福音派がチュ…ワピ

したものがあったのであるりとりわけ問題となったのは、

を姉る型出{象である。それは、厳街に肯えば偶像礼拝の再現と思われたりスイス

の転向の事情を見ると、民衆の型像破壊の暴動がきっかけとなることが稀ではなかったの

秘跡(ミサ)は二本の理論的支柱の 1::.に立てられていたりは犠牲説であるのこの説によれば、

とはあのゴルゴダの丘におけるキリストのト字架の反復であり、その執行持としての戸]祭は

いわば臼智:にキリストご自身を機牲とし

る
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とに転嫁するという考えである

このようなカトワック

になる

グレーベルとγ ンツ

チューワピにおし

[riJじくしたわ汁ではない。ある

る白出をただ肉のf動く

!訪問には、

であるのグレーベルやγ ンツはそ

洗礼命の身近史的展開

、ルターやツヴfングリ

た役割は大きかったのである。グレーベル

ら献しい批判を

ツヴ fングワとあらゆる

ら門誌抵iであったし、

かっ

究グループに加わり、ヘブル語やギリシャ語に打ち込むようになる。 Jな

こと

ものであって、福背主義には無関心であった。その彼が、いつどのようにして福音信仰を抱くに去っ

たかは明らかではないり 1522年春以降、その書信の基調が一変するのであるりたとえば、異教的"，li

典的ワ|用にかわって申a丹;の言葉が強く、明確なキリスト信仰と、忍耐に満ちた歓書とが読み取れるよ

うになるのグレーベルはキリストにあって生まれ変わったのであるのこの回心を導いたのが、

り友で、もあったツヴイングリであったことに疑いはないりこうしてグレーベルは、もっとも熱心

なツヴイングリ主義1そになった。ブエリックス・マンツは明時ではないが、 1498年頃私児として!!:.

まれたと言われるの彼はパリで学び、人文主義の洗礼を受けて、チューリ!こに帰ってくるり間もなく、

マンツはグレーベルと共に、ツヴイングリのグループに加わり、熱心な支持者として知られるように

なる ( 

ところ

患をめ

と教会、地域共同対とキワスト教共同体、時jち、コリブス・クリスチアヌムの↑IIJ

ツヴイングリとグレーベルの考えjjが対心:したのであるの 1523年、チューリピ討論が

、/士・不 L 日 j ノ 1'-.-.む八万ω カトワックのミサ神学は聖書的基粧を欠き、神

る方向にいるように感じられたが、

グレーベルが次のように発言したむ fミサについ

らかの指ぷがうえられるべきではないか。さもないと、これま

しょう。ミサにはまだまだ多くの悪弊が含まれていま

ませんJ。こ
べきかは、

に一任したのであるむこのようなツヴイングリ

にとって、優柔不断、青{壬回避、無節操な転向と

の↑日1jUi先礼)については全く もなされていないの

裂のあること

w 

」日

らかになってきた。

り上げる「分裂Jは、いわゆる改革派教会とカトリック教会との決別ではない。そうで
誌なく、ツヴイングリとカルヴィ iJ民放びルター派という宗教改革教会の不徹底さに対するものである

スイスの兄弟教会は基本的には、出救改革の立場に拠っていたり H[Jち、 Ilfhーの権威の源泉
を中心として、「ただ神の首のみJとし寸盟書原理に拠っていたのこの場合型書:とは、「新約聖書Jであ
るG 従って、聖書とは「使徒的iを意味するりそれゆえに、使徒時代の教会の在り方、その信仰と生

に復元することである。例えば、グレーベルは、 i:.のH免賢は新約聖書:の記事そのままに、

に祝わねばならないと張する。ツヴイングリの世界観'i，.;f重の二元主義であったり

… 32 
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彼の神学的思考法の重要な要素が、金と|夫l、精神と物質、内的なものと外的なものとのあI比の上に成
り立っていた。この思考法をプレーベルは不徹底と感知したのであるのこの事は、主の晩餐について

完全に妥当する。グレーベルにとってjミの晩餐はキリストの 1-字架の円:難の恕起・追憶以外の何物で

もない。彼はそれを「交わりのしるしJ、「キリストと兄弟たちとの一体化のしるし」と規定するの問

題は、ツヴイングリもこの認識に到達しておりながら、それを現実のチューリヒ教会に適山しないこ

とにあった。再洗礼派の教会は、 ZI!l餐共同体として形成され、その交わりの純潔の保持が重要視され、

さらには教会訓練への強い関心も生まれてくる。 (9) 

最後に洗礼についてである。グレーベルは、聖餐と同じく洗礼をも「しるし」として捉えるの従っ

て、洗礼、あるいは本そのものは何らの実体を持たないことになる。グレーベルはルターが「水は{百

仰を確かにし、これを増強する」と教えているといって非難するの「しるしJであるからには、その実
体である信仰lーさらにこれに先行して教えと悔い改めーの存しないところでは、「しるし」はその意味

を尖ってしまう。そこから教えと悔い改めに発する白覚的信仰を期待し千!?ない幼児に施される洗礼は

「無意味で、神を汚す背信行為で、あり、聖書、あるいはローマ教会そのものにさえ反するのであるnJ(]()) 

(⑤最初の信仰洗礼

聖礼典とはいったい何なのか。聖礼典の恩寵の伝達(効能)の執行者・受領とどのような関わりが

あるのか。聖礼典のはたらき、効能、効力は何か口この間いについてのローマ・カトリック教会の公

式の教義は、 1ex opere operatoJ (なされたわざ、すなわち執行された秘跡そのもの)である。洗礼は
その執行者が平信徒で、あれ、女性であれ、異端であれ、異教徒であっても、父.-[-.聖霊の三一形式

に則っているかぎり有効で、救いに主らせる力があることになる。聖秘跡の効能は、執行者や受領有-

の個人的資質にではなく、ただその形式に依拠するのである口 (¥1)賎宥券論争に端を発した宗教改革が、

口←マ・カトリックの神学のこのような拝観主義を疑問に1，]-し、信仰!という高度に主体的・個人的要

凶を救いの中に持ち込んだことは、聖礼典の効能をめぐって新しい問題を提起することになった。宗

教改革の諸教会は堅振礼、婚姻、改↑変、終油、叙任の五つを聖礼典と認めることを拒否し、洗礼と県

晩餐の二つだけを認めた円グレーベルらが幼児洗礼を問題とするようになったのは、このような暦史

的文脈の中においてであったの

千年にわたる中世のヨーロッパ社会において、幼児洗礼を支えてきた理論は、 lexopera operatoJ 

と 1corpus christianumJ (キリスト教社会)の二本の杭であった。しかし第一の杭は、宗教改革の神
学では端的に不口J能で、あった。それでは 11市内lのみ」とし寸内容原現を幼児洗礼にどう根拠づけをす
るのか。グレーベルやマンツは、幼児洗礼を疑問に付するようになったのは ~'í然である。彼らが問題

とした受領者の伺人的資質とは、受洗者の信仰そのものであった。ひとりの幼児がキリスト教社会の

一員として生まれてくるという資格だけでは、水の洗いの儀式を救いに至らせる効能あるものとはし

ないのである。 1524年頃から、，*まれた rらに洗礼を授けることを拒む親が現れ始めた。チューリヒ
市1lj同は全住民に対し、従来どおり新生児に生後 1週間以内に洗礼を施すよう要求し、これに従わな

い者は、追放する旨を警告した。次いで、幼児洗礼反対者の集会禁止令、グレーベルとマンツに対す

る械口令が発せられた。他)j、ツヴイングリは「彼らはわたしたちから出て行った。しかし、彼らは

わたしたちに属する者ではなかった」と、グレーベルらを厳しく糾弾する。

1525年 1月21Rの夜、グレーベルたちはマンツの家に集まった。彼らをここまで導いたものは血肉

でも、人間の知忠でもなかった。なぜなら、彼らはそのためにどのような苦難を耐え忍ばなければな

らないかを、良く知っていたからである。祈りののち、ゲオルク・カヤーコブが立ち上がり、信仰の

告~n に基づく正しいキリスト教洗礼を受けたいと、神の御名によってコンラート・グレーベルに懇望

した。彼がこのような願をこめてひざまずいたとき、グレーベルが洗礼を施した。そこにはこれを執

行すべき聖職者が肘合わせなかったからである口こうして彼らは神への畏れのうちに、主の御1，へ自
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洗礼Jぬの歴史的民1詩i

らを献げ、信仰を出くするよう互い

まったのである

た。これと共に、ニ とその悪しきわざから

1535年6月25日ヴェストファレンのミユンスタ」。一年11余に及ぶ長く般しい包聞に輯えてきた富J
したり数人の内通者が軒の城内の一つを開いたからであるの域内になだれ込んだ攻略

した市民たちを、老幼男女の民間なくその場で殺したり殺された者の数はと

られたひ

したのはカトリックとプロテスタント

したのはメノー・シモンズである。

した役制の重要性辻、今Hに至るも再洗礼派の車系の子孫たちが彼の名(メノー派・メノナイト)と

時ばれている教会が存¥'(しているむ現在メノナイト教会は北米だけでも50万の信誌がいる。今日、北

ンシルヴァニアナ1'1のうカスタ…を中心に柱わア…ミッシュと呼ばれる一派は、額i端な保守的メノ

ナイトの流れである

j業

1) IB村彰 「途上の人…カルヴァンの注誌をう ~J 札詳と殺事 142号 10B 
(2 )出村彰 rjl}洗礼i長.J u本法智教団IL¥I初n) 1970{1う 8 民、試語、 l~f}rktLiJ長 J はこの誇書による。

3) ))ijf話会 1H-! 

(1) G.R.エヴアンズ 『民端1Ji4Jj >tえが療太訳教文軒 2008千ド 79fi 
)W村彰 Ir4 1 }洗礼扶~ 19j.J: 
6) I詰掲議 25貞

7)前倒書 30百

8 )前tt}斉 42N
(9 )前払j帯 55n 

前掲書 57頁

(11)前掲古 64長
(12) lIiH品番 7l1'~ 

(13)前記J舟 153ft 

(14)前相Tij: 164訂

2.カール・バルト

バルトは「洗礼論jの著書:を.il日必表しているの最初は

たもので、『教会の洗礼論jという題でH¥販されている口

)十として fDASCHIミISTLICHELEBEN J T A UHE ALS 
LEBENS)として発刊したり両書においてバルトは[幼児洗礼j百定を取り十

らf幼児洗礼!について、考穫する。

…31~ 
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まず、『教会の洗礼論』では、 1.洗礼の本質、 2. 洗礼の効力、 3. 洗礼の意義、 4. 洗礼の秩序、

5. 洗礼の効果と 5項目で論じている。これらの項目には、「前詞」が付けられているのでそれを記す。

1.洗礼の本質 (Wesen) Iキリスト教の洗礼は、その本質においては、聖霊のちからにより人聞が
イエス・キリストの死と復活にあず、かつて更新されることの模造であり、それと共に、人間がキリ

ストに対し、また彼において締結し実現された恵みの契約に対し、そしてまた、彼の教会の交わり

に対して、付属関係に置かれることの模造である。J( 1 ) 

2 洗礼の効力 (Kraft) I洗礼の効力は、それが、教会的告知のー要素として、イエス・キリスト
御自身の自由な御言葉また御業であることにある。」

3.洗礼の意義 (Sinn) I洗礼の意義は、イエス・キリストの教会を形成して神の栄光をあらわすこ
とにある O この教会の形成は、神の確実さをもってうえられた恵みの特権を行使することによって、

また、神の権威によって要求された感謝の業を果たすという忠誠の特権を行使することによって、

なされる。」

4.洗礼の秩序 (Ordnung) I洗礼の秩序の基本的原則は、一方において、教会が責任をもってこの
課題を遂行すべきことであり、他方において、洗礼志願者が責任をもって、かの確約の受領とかの

義務負担について、熱心であり、準備をもつべきことである。」

5.洗礼の効果 (Wirkung) I洗礼の効果は次の点にある。すなわち、受洗者はこれを限りとして希
望の徴のもとに置かれ、その結果として、すでに死をその背後にし、生のみを全面に持つようにな

るO また、その結果として、彼の罪の赦しに根ざして、諸国民の聞に、神の栄光のために彼の光が

輝くようになる。」

バルトが「幼児洗礼」を論じているのは、「洗礼の秩序」においてである O バルトは、幼児洗礼はすで

に二世紀において知られており、阿世紀以降いよいよ一般化し、すべての宗教改革者らも大きな努力を

ナムってこれを擁護した。幼児は、口がきけないし、意見を表明できないから、まったく受身のままで、

彼らがキリスト者両親の子供であるという事実によって、洗礼を施されるのが常である O 改革派教会の

それも含めて、すぐれたすべての信条において今日重んじられている洗礼論は、その点に関して単なる

欠陥どころか、大穴を持っている O 洗礼志願者が秩序あるキリスト教洗礼において単なる受動的存在で

しかないというようなことは、釈義からも、事柄の本質からも、根拠づけられないことである O

まず釈義に関して。洗礼は、新約聖書において洗礼は、彼が信仰の対象として認識した事柄を告白す

ることへの答えである O その答えとは、洗礼は、彼のために十字架にかけられたイエス・キリストをそ

の眼前にほうふつとさせ(ガラテヤ 3: 1)、そうすることによって、イエス・キリストの死と復活の絵

画を提供する、という風にしてである。新約聖書の領域においては、人は洗礼のために連れていかれる

のではなく、出向くのである O 嬰児は自分からは問うことも答えることもできない。マタイ福音書19

13によれば、イエスは子供らをみもとに連れて来させ、彼らのために祈り、彼らの上に子を置かれた。

また同じ福音書の21: 15によれば、主は幼児や乳飲み子らの唇からもれる賛美を喜びとされる。このこ

とは、主の御国が事実上その教会よりも大きい証拠ではあるが、こうした子供らが質疑を経ずに洗礼を

施されてもよいとの証拠ではない。洗礼が、コロサイ 2: 11以下において、イスラエルの割札にとって

代わるキリストの割札と呼ばれていることは事実である。だが、それを理由として、洗礼は割礼のごと

くに幼児に施されるべきであると結論してはならない。なぜなら、割礼は自然、的誕生に関係するのであ

-35 



るひそれはイスラエルの聖なる

をもっT終着点に達したので、こ

て、人々

a 、コリント 11 : 16-ご、

洗礼"訟の持~史的ij~IXl

ることを、知っているつもりでいる

ことが語られ、

られているということ、そして、これら

を明確にごしていないということが、それである ω けれども、これらの

して変わらないことは、制百:拡の宣教行仰ー洗礼とし寸事柄は保持されている

、教会か両親、または名付け親の信f布告白に基づいて洗礼を施されるのだと国われてきたり

けれども、信1tl1の問題では、たとえどんなに強力な信仰であろうとも、代掃が効くのであろうか。ル
ターは一時、こうした的有為の信仰佳dωaliena)のnT能性を教えたが、のちには、同等の激しさをもっ

て、これをfまけた心その代わ与に、彼は受洗する未成年者自身に前提されるべき倍併として、素朴で・

まことの・確かな信仰という考えを提出したのカルヴァンもまた、乳飲み子によってたずさえられ、

によって活動させられる、将来の信仰と協い改めの教という事柄を、 n党ましいfJ)jで語ったり
だが、ぞれにしても、これにいわゆる堅↑討し (Konfirmation)-r洗礼契約の迫認iが必?史的に伴うの
である。幼児洗礼はそのよう会完成と補足に訴えぶるを何2ないものであることは行定するわけにはいか

ないりシュうイエルマッハーは正底に、次のようなことを述べている 11r幼児洗礼は、さらにi“分な教
る行為と甘される時にのみ、完全な洗礼と

おいて、そこに投影されている完全な神・

との関体がないのならば、 ‘体、現に行われている洗札そのものは何であるのか。

たく決断や告白であ与えないのであるなら丘、どうであろうのその場介には、ぞれ

あろうか。

カルヴァンは正しくも、地信礼を と けれども、

とするかぎりは、それほど公に堅右札の廃l卜 唱えるわけにはいかないりなぜなら、そ

は、どこにあることになるのかっ {キリスト救制しているあと

の第と第16章を読むと、 と、

と

を、はっき行知ることができょう

は

ある

らするならば、

を言うのみであっ

カルヴァンは、す

らである、とり

をj前たしうると

間においては、

有しなし

wご

まれる場介には、

'絞られるり

れたことで

な両親の慰め

は、こうした

は、今やイエスの復活と再臨と

イスラエルにおいて有していたような決定的意義をもはや

なが与には、教会的秩序を乱すだけの力はない。両親に対し

ち、こうした扶!予を乱さずとも、年端の行かぬ彼ら

で心配すること;まない、と。カルヴァンはまた、それとはi誌に、

と救いのためでもあると用解し、後らをキリスト教的に養育する

そして教会全体の義務であるとしたむたとえそ
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にはこうした正当な願が込められていることを括描しなければならない、バルトは弓う。 (3)

だが、洗礼は、その本来の季初w長をゆがめてまで、利用されてもよいのか。もしも議式が必裂であるな

らば、出の形で、たとえば新生地の公的事献や説福式などで、 l'うれこ表現しうるのであるの

多くのすぐれた神学者は、今 11 、幼児洗礼に ~IJ れを告げようとしているが、

れは、幼児洗礼は神の日出な先行の恵み zuvorkommendeGnade) とし通う

宗教改革荘内身がこの種の論をほとんど試みていな1..¥0 宗教改市〈許

の場合もそうであるが、幼児洗札が公然と繰り返し行われてきた外的理rllは、次のようなところにある

即ち、コンスタンチヌス以来のキワスト教社会 christianum)の中における福舟

ということを断念したくなかったのであり、現在の|吋民教会 (Volkskirche)の形患を放棄したがらない

る口ここに現れる憂慮は、ルターが折にふれて公立した、「洗礼に

でなく、白分の意思で出向く (kommen) となると、そんなに多くの人々

う。キリスト者が少数者、しかも頼めて少数者で、あってならないと、どこに書いてあるのか。キリス

汗が鍵全であると認められるならば、それだけ披らは刷聞の環境に対して有山となるのではないかむ

、バルトの[和解論jにおける「洗礼論jを考努きするひ

の第四巻は、「ドragmentJ というタイトルが付けられているの 1943{1:

していたが、バルト LL に、この洗礼論について多少違った見解を持つ

ようになつた、と述べている

ト教f檎詣理理4と見なすことでで、あつた O バルト'

るJ神に対して責任を負い、神に対し

-言説・ おいて起こるのは、そのよう と

キワスト ることである。この断片で、 、いま して述べておきたかったので

ある、とパルトは言う。

(Gemeinde)が欲求し遂行する

で遂行される、設の従}II目、

る口

聖霊による

Begrundung des christlichen リスト

よる洗礼、 2.本による洗礼であるの

に対して ることへの人間の転IIiJ

し照らす)Jによって、聖霊による として、その

キリスト者としての生の第・歩は、被自身の決断において教f:Yj

る。豆[Jち、神の恵みを求めての祈願の中

についての拘束力ある告向としての本による洗礼で、あ

バルトにとって問問のr+J心は、人関はどのようにしてキリスト者になるのか、人時が神に対して

真実になるとはどのようにして起こるのかということであったり{おそれは、イエス・キリスは、

速の苦からすべての人間の主また救助者へと選ばれた方であり、時間の中

ての人間を代去する者として、人間的信義をもって容えられたことによって、ぞれは神的な

そのような方であったゆえに、彼らすべての許に代わって、神の人として

るということによって、{疫の控~において起こった転IÚJ は、

のために起こったのであり、そのイエスの転向において、彼らすべての者の不良問実から
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は遂行されたのであるの()このようにして、イエス・キリストがキ

になったし、基礎づけで、あるのイエス・キリストの歴史が、キリスト

キワスト教的生の根i号、と開始は、イエス・キリストの朕史の中にあり、神的な転向もイエス・キリス

トの堅史の中にある。イエス・キリストの樫史とは、彼の誕生と十字架の死およびf援活の深みと力で

あるつそれならば、孜々のなすべきことは何であろうかりそれは、神に詳して信義な者になることで

あるのそれが、イ l ス・キリストの歴史において起こった神的

キリスト者としての性は、イエス・キリストの竪

もし信義 (treue)へと解汝されていなければ、

解放されることによって、信識を彼自

この時間の中で一度記こったイ l ス・キリストの歴史は、すべての人間の生

である口それは、我々の「外部」で起こった腔史でありつつ、同時に我々の

すなわち、すべての人間の新しい存在を時びだす壁史である。我々

による、我々の解故である。(1¥)

しい生の歴史となる O 人間は、

ろう。しかし、 は、{言義へと

「ワレワレノタメニJ(pro 
おいて成就するために、

とによって、技々に対し

るのである。 (9) 

次に、バルトは

な転rrlJの総括を

しく規定する

で効力を持つ竪史、

W 

られたりそのことによって、キワスト は、

哨よるバブロテスγjという和証念を、キリスト

として以下のようにら項目にわたって述べている

を る

おいて、

して発せられる彼の力の言葉と

ブルル12: 2) として{動かれる。切

として鋤いている持定のキリスト者たちの人間的存在・言説・行為が関うされる

、霊のバプテスマは、教bJ-1から語い求めらるべき、また教団に

きるべき、またイエス・キリストの御言葉を聞き取った人間が受領すべき永のパブテス

マを伴びょせはするが、しかし、それは、水のバプテスマとは再ーではない。人は、人間的決断に

よってキリスト者になるのではない。人1M1としての洗礼者ヨハネの行為と、従の後に来て彼にはそ

の靴の紐を解く傭打ちもない、より偉大な万の行為との関の区別は、破棄できない。イ工ス・キリ

スト御自身が、まったく彼だけが、人間をキリスト者とされるのであるひ

キ

、ち

②キ

を

「サクラメンタ

人間を、

き、 1Iそ

る。霊のバプテスマにおいて示されるのは、

を基礎づける救し瓦の全体であり、イエス・キリス

と再命であるりもしどこかで、 i藁の一般的

それはここにおいてである。 11日ち、霊のバプテスマは、

よる るO それは、全能の)Jをもって徹底的に働きま る恵み

として、人間に対しての聖霊による詑礼でありつつ、人間に直接的に号えられる神の戒めで

ある。人間は、洗礼において、自分の主にして主人を与えられるはそし

において起こるときに、その方から従)11立が求められる。芸lJち、彼自身の存在、態度による聖霊によ

る洗礼への応答の問題が晩走さされる。 志容とは、人間の心，意志、良心、行動の従順である。命令

される主に対して義務を負うことを知っているのは、型窓による洗礼によって解放された人関だけ
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である

des christlichen Lebens)は、特号IJな共同人間

る。イエス・キリストがその力の言葉、行為

によって人間に対して{JIiJr'1分を、その朱として証しし、その兄弟として伝達されたとき、人

物閉じこもることをやめ、イエス・キリストが兄弟とした全ての者たちへの所属が現

る口入は孤立状態から、[聖徒の交わ V)J der 1 IeiligenJの中

史と文化を持つ多くの自民の中から呼び集められた「や1Iの民J(V olk Gottes)の

られるの彼の個人的感謝と従}II買が求められるとき、同じ!感謝と従}II耳、奉仕を求められ

ている人々の舛の中に入って行く。彼は、そのような神の中の一人の者であり、その主がイエス・

キリストであり、からだの肢である。彼は、教bJ"lと共に「天にまします政らの父よjと呼びかけるり

したがって「来タリマセ、創 1)主ナル御霊.ヨJ(VenI Creator -":~，_， h ，，，，という祈願は、

と奉仕の、従って、キリスト教的共同人間性遂行の、どのような場所と、どのような時においても

イ~N欠であり、いつがlJ処ででも新しく析らなければならないのであるの

新しいキリスト教的生の開始は、聖諜による

来を指し示寸始まりであり、将来へと討を

改めであり、日

しく

キワス いて、その

ぐとしミう

によってどれほ まれていても、またその

ても、ま

五す ける "フ、

したものではなく、

、りごと

、住

してい

として

い日して見るようにおぼろにJ
ようになる時、やがてあそこで、キワスト教的見は、完全な姿

で、彼に啓治されるであろう。その時を待つように、またその時にIn]~)て急ぐように、キリスト者

は増設によって、ただひとつのアドベントの時である今この時に、駆りたてられ導かれているの

である。彼がその一段である神の討は、旅する神の民なのである。「御名があがめられますように。

同がきますようにりみこころが天に行われるとおり、地にも行われますように。Jと彼は祈る (1:引

2. 水による洗礼

キリスト教的生の;芯礎づけの要凶は」つある。問jち「客観的」要国と f主観的J!要因であるつしかし、
それは区別されると共に関係づけられなければならなしL 客観的要|刈とは、人間に身を向けら

の行動である。主観的要因とは、神の行動によって可能にされ呼び起されて神に身を向けた

動である口一方では、その賜物によって語られた神の御言葉と戒めをうえるの他方では、

物を受ける者としての人間に諜せられ、その信仰の従}II員が捧げられる O そのように区別さ

統一がな
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に満ちた肯定が誠実なものであるならば、

定でなければ、 ちに、行為に移さねばならないの 直ちにそ

あっても、「信じますひ不信仰なわたしを、

ちにであるのところで、キリスト孝交の没:宇しと

をする。

も、その行為に日を注げば、水による体の

に入れ、水に沈めることを

し、ヨハネ13章26鵠では一切れのパンを

では衣をJ仰に浸すことを言い現わしているのルカ11来38節ではこ工

た食事の期に予を洗うことを表している口しかし、通常ヨハネによって、

て、キリスト者として信仰告白をしたいと願っている人々に対し

るり

'おいてで

という祈願と共に、!IJ:
を述べる前に、期J

られてい

スト者によっ

を立|床してい

キワスト教の洗礼においても水が用いられるということ辻、ぞれが形式的.- 、だというこ

との関連においてだけ重要なことである。

たこととの関連で語られ、ベテ口 13 : 20以

られている O 新約?望書に、水そのも

のについて ヵ、ったの

キ1)スト教の洗礼は、非キリスト

史的類似物を持っているりそれは、

に訣定された形ではあるが、少なくとも ・つの明瞭

ダヤ教でシナゴークに移って (いわゆる

者)に求めて執行した;J¥.の洗礼で、あるの

よる洗礼は、

を洗い、衛生的・

る民へ編入として割札 Eて、 をj貫いて、身

1としてのキリスト において、認めうるそのような本による

かぎり至るところで、 ら白明の慣習であった口

使徒言行鉱9

なし瓦。マタイ

してきたにちがいなしh

を受けたことから、

というイエスの命令が、

キリスト〈許も洗礼を

なものとして

嶋一いて、重要な・つの間外を別にすれば、主題的には語られていない。洗礼に

ついての明瞭な説明は詳しく記されていないのである。例外とは、福音書において、イエス・キ

ストの歴史の されている、 3ルダン

を受けるということは、

与えられる自由な開示に負うているのそれは、

こへと彼が解設され行還されている、彼日

なことであるり

ノりレトは、 を土f?として、洗礼の

40ー

るぐ〕

五の:業として救いの}千葉の彼に

るということ治人あの開示によって、そ

と行動の{動きであるのと、まったく

日探JI ~品川未J を に解明するの
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として、余計なもので;まなくて、むしろ必要なものなのであろうかりどの

ような根拠から洗礼は、神的転向に続く人間的決断の第 1ーであるのかn どのような根拠から
キリスト教的生の北礎づけに必要なのか(161その符えは、イエス御自身の命令「あなたがたは行って、

すべての氏をわたしの弟子にしなさいの彼らに父と子と型霊の名によって洗礼を授けあなたがたに命

じておいたことをすべて守るように教えなさし凡わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共に

いるJ(マタイ28: 19)を指心することは白然なことであるのしかし、この命令は、第‘には洗礼命令

ではなくて、 のである。従って、「わたしはiせの終わりまで、あなたがたと共にいるJとい
、イエス・キ 1)ストの歴史の中で、読鶴j自身が日ハネから洗礼を

ら言えば、マタイ

な、需による洗礼許が、 i習に輝く II.~ 命の光であり吐に来たって人となられた神の御子である jjが、神

によって遣わされた人間ヨハネから、本による洗礼を受けられたという事、ぞれが、この出来事の中

心である。このni:;t主事の中に、キリスト教問は、洗礼を施せとの命令を、聞きとったのである。
マは、ヨルダン川でのイエスの受洗において、一体何が起こったのであろうかりそれについて、次

の三点をすことが111来る。イエスが、自発的・具体的・明確に、手1¥1の支配に無条件に従い、御白

身を引き波し委ねられた行動。彼が、この仔動によって、神の審きのもとに立ち、その罪に対して

たちの列の1ftに、身を聞かれたむ(き)そのような行動において、彼が、神と

として、ち、識の生と死に

された、 るやはドにおいて、キ

イエスは洗札を受けた持、神と!哉の和解のために来られ、神の怠忠に対‘して保条件的・最静的な

従属の行為によって、そのメシア・救い主・仲保者としての職に就くということを遂行されたので

ある。それは、神から遣わされた人日ハネの説教を「神の言葉」として聞く者となられた時に遂行

されたのである O しかし、イエスと人々は「神の吉葉」として、ヨハネのrlから何を聞いたのであ
ろうかのヨハネの説教の内科は、イスう工ルの人々の状況を根本的に変えるような、新しい神の行

[1の出jに追っているという行知であったりそのヨハネが語る、す

タイ 3卒3蔀によれば「天国jであり、天[.ではすで、に成立している

る作また、それと同時に出現するのは、神の f審き iである

きと共に、

=を見るであろうJが、
そのような、来るべき神の行為に対して、イエスは用意を整えられたの)討意とは吏新 (Erneuerung)

であり、更新とは改心(転換)(Umkehr)である口ヨハネがヨルダンで求めたこと、彼の洗礼のlijj

NJlな芯~I*は、悔い改めであったのである (19)

を受けることによって、神への帰属と共に人間への婦属 (zuden 

る。日IJち、イエスは、神のドへの紫条件的な従属の中に立たさ

ことを思じとされ

って日

された。しかも、イL ス



洗礼品の燃?と的展開

はどに、:丞帯を負い、

その身において、

に、ヨルダンに来た者はいなし

ら定められていた

③ イl スは、ヨハネから洗礼を受けることによって、その選びと派遣の第 A歩を踏み出されたり即

ち、人聞のための神、契約の成就者の第一本を踏み出されたりバルトは、洗礼の根拠を、イニにス・

キワストの轄史の出発点は、ヨルダ、ンでの洗札にあるというのであるりだが、それは、↑|刻々の新し

あの

(二)洗礼の日標

る，之、熊的根拠であるのかり

はなし

れによって養わ紅てきたし、

教団は水による洗礼を授けることによって、彼らをどこにその日をむけさせるのであろうかり彼ら

し、何を欲するのであろうかひそのH標は、ヨハネの甜ったことによれば、来るべき

しと神の恵みであった岱しかし、洗礼の将来的なものとは何であろうか。

る

な第 A歩である。以上のことを

キリスト教団がそれに新しく加わる人々と共にあることを昆出す、披本的な信1qJ告白という

である。洗礼は、彼らの倍仰の告白である O 教団とそれに加わる人々の信仰がなければ、キリスト教

の倍仰はない。キリスト教の洗礼は、彼らの信仰の従}II自の告白であり、その信仰の根源・対象・内科

である神の恵みと啓ボの行為を告白するのである。ところで、日ハネの洗礼とペンテコステ以後のキ

リスト教問の洗礼は同じではない。次にその重要な区別を取り

ベンテコス キワスト として、ヨハネ

こっているc 例え

というのではなく、イエスの融昔葉と行為の力によって、ちらに、十字架での犠牲とJl券不IJによって、

その戸を開き、敷!討を超えたのであるから、厳官に弓えば、人棋にすり寄って来たことを意味する

のである。キリスト教の洗礼は、ヨハネの洗礼という根源的な形においては持ち得なかった真剣さ

と力を与えられたのである。

ぎは、 し

かなかっ っておられなかっ

としてヨハネの領域で生怒し、その

③ ペンテコステ以後のキリスト教の洗礼は、ヨハネの洗礼とは違って、神の審きに力点を開いて行

われた。将来ドされるべきであった神の怒り (γタイ 3: 7)は現在のこととなったり勿論、それ

は、設らが夢想、したのとは遣った仕方で起こったり即ち、審判者としてこられる方が、全ての者た

ちに代わって断罪され棄却された者としてこら
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しへと}jlnJづけられてお

として福音・喜びのイ受信

としての神の行程である。設の匙りにおいて啓示されたように、罪の赦しは、罪ある人々全体に対

となったのである。今や、持の f黙りJ(Ja)は、もはやそ

の Ifff J (Nein)の中に詰まれてボされるのではなくて、その日iJがただその f黙りjの中に包まれ
てだけされ得ることになったの今や、同心は、神とその御業への確かで喜ばしい信頼〈詰積めで

だけありうるの (23)

ペンテコステ以後の洗礼は、ヨハネの洗礼とは違って、明らかに人々を集め結合する性格を持っ

ており、交わりを基礎づけるものではないが、それを告知する'性格を持っている。知論、洗礼は例

る。しかし、後はそのことによって自

したのである。洗礼法、識がその円引に加えられた実証である

⑨ ベンテこゴステ以後の洗礼は、イスうエルのメシアであると共に世界の救い主である

けての洗礼であり、従ってユダヤ人出身者と異邦人出身者との教会である「ひとつのから

に向けての洗礼であるのヨハネの洗礼においては、異邦人は速くから見ていたにすぎなかっ

たりしかし、イスラエルのメシアが、イスラエル自身によって呉邦人に殺されるために波されるこ

とによって、彼ら異邦人は、 f聖徒たちと同じ臣籍の者j問中の家族J(エベソ 3: 6)となったので

ある。 i追って、今や、自心への召詩集が、洗礼への招きが、全ての人間に発せられるむすべての人間
が、審きにおし

二/洗礼の怠l味

洗礼は、イ工ス・キリストに対して従順になり、その希望を彼にかける人間の業であり言‘葉である

洗礼は、型撃による洗礼に基づき、聖霊による洗礼を日指して、水による洗礼として担こるのしかし

それは、

り、聖霊の注ぎというただ一つの

かし、それ出身は奥義でも、サクラメントでもないり

で潤解する二つの形態を取り上げるの

⑪ 口一?・カトリック教会の洗礼論

口--7・カトリック教会の教義学によれば、

ち、型{とする恵みによって満たさ

からび浮かび上がることとして、イエス・キワス

りにおいて、それは、イエス・キワス

のようなものとして、ただち

でもあるの (25)

② ルター派教会の洗礼論

による洗礼であり、いつまでもそのような

おいて起こる。しかし

クラメントと同様に、神的力によって、

であるのそれは、水の中に沈めると共に、水

りの模造 (Abbild)であるむその按

であり、しかもそ

.道具

、この教会の神学が A敢にそうであるように、ローマ・カトリック教会

中間のような位罷にある。洗礼は、聖晩繋と

日に見え
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もある。古葉と並んで、、サクラメントが不Ifr欠とするのである。ここでも、
、第一に模造 (pictura)である。問jち、それは、イエス・キワストの死と娃り

人間の死滅と新しい人間の蘇ヰという人間論的相似物の模造であり、洗礼を受けた者の生において

日体に新しくされるべき、凶心としての範例である oIどうして、本にそのように偉大なことがで
きるのであろうか」。ルターはそれに対して、次のように答えるの「水と共に、また、水のもとにあ

る神の背葉と、そのような水における神の三葉に信頼する信仰が、そのようなことをするJとり彼
らは、「ナサレタ

これに

する制定語だけである。

改革派の洗礼論

きという考え}jを避けようとしたのである。

とするのではなく、水を

を

、聖晩驚と共に 々をキリストとの交わりの中へと招きいれ、そこに保持

あるし によって基礎づけるものは、

の恵みの契約に彼が属していること、

いること、彼が教問に受け入れられていること、そのt)gの赦しと区新と型化をdiEしし、実証し、
証するり改革派の教日比の一切を定める決定的な邑-葉は、「洗礼l之、救いの!京[斗ではないが、救いの

認識と確かさを仲介するJというものであるD 洗礼は、神の業のゐ形態ではないが、その世かれた
れなりのtl:万で相対的に必熱的な、神の業を持IJえする神の簡l討葉のー形態であるのそのよ

、ノくjレトは、

的検討をする。

ない、キ るむ

クラメント

に、サクラメントという

ていなし凡では、奥義あるいはサクラメントとは何かり

新約明書において、「μtζτηρLOVJという言葉は、神だけがi自:岐にその指導者-・実施名・であられる
から、他の全ての出米事とは迫って、その梨源とI1J能性に関して、人間の認識にとって根本|刊に秘術

五五~わすり日[J ち、奥義とは、将を過して I井lボ

もi司様であるυ

ISacramentumuJは、口…マの法律用語では、民事訴訟の開始の際に、、たち

供託しなければならない保証金のことで、それは後で負けた担Ijの損失になるのであったのまた、

用語では、やはり [~íJ械に宗教がJな献身の儀式と結びついた服務義務であり、軍旗への忠誠!日j替であっ

た。「サクラメントjは、制止しょうもない勢いで、新約聖書:のm訴からではなく、ギリシャ的・ヘレ
ニズム密議宗教の用語から生じてキワスト教神学の出認において、「祭儀神の現在化・忠みの手段」と

いう意味を持つこととなったのである
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キリスト教の洗礼行動は、新約聖書では、人間を清め更新する神的な恵みの業・恵みの言葉として

は理解できず、従って、神学的伝統の意味で、の「奥義」としてまた「サクラメント」としては理解でき

ない。新約聖書によれば、人間の清めと更新は、その死において完成されるイエス・キリストの歴史

において、聖霊の業に媒介されて起こるとバルトはuうO もし、洗礼行動がサクラメントでないとす

れば、その意味は、神の行為と言辞に答える真実な人間的行動としてのその性格の中に、求めなけれ

ばならないの洗礼の怠味の積柑的な課題に向うに当たって、バルトは形式的な確認と実質的な問題を

取り上げるの

(問)洗礼の意味の形式的確認

(1) 洗礼はイエス・キリストにおいて起こり、聖霊によって媒介された清めと更新という神の業と神

の吉葉に対して、それを肯定する人間的決断の第一の具体的形式として答えることである。従って、

洗礼はある種の公開性 (0長ntlichkeit)において執行される。 (27)

⑨ 洗礼の行動の意味を理解するためには、交わりの:業としての性格を考えることも重要である。洗

札は、その各個人の特殊性にもかかわらず、キリスト教同の生への参与であるの洗礼を授ける人間

と、彼からそれを受ける人間という二人の人間の共同性において、洗礼は執行される口

⑨ 洗礼の意味にとって決定的に重要なのは、洗礼の行動において我々は、それに関与する全ての者

の白出な行為に接するのだ、ということの確認である。我々は、イエス・キリストがその根拠であ

り、 U標である。従って、洗礼はその根拠に基づけば、彼において行動し語られた神に対しての従

}IIITの行為であり、その目標に基づけば、神に対しての希望の行為である O そのような二重の視点に

おいて、洗礼を瑚解しなければならないのしかし、それ故にこそ、洗礼に関与する人々は、「強制

の事柄としてではなく、脅迫行為としてではなく、行うことが出来る」と、言わなくてはならない口

(五)洗礼行動の意味についての実質的な問題 (2H)

一体あの自由で、共同で、行われるべき具体的行動において起こることは何か。また、キリスト教の

洗礼行動たらしめるものは何か。そのような問題に答えなければならないとバルトは言う。バルトに

よると、洗礼の意味は、神の行為に応答する人間的行為として起こる行動であるの洗礼は、神の戒め

として起こる口洗礼の意味は、明確に、神がそのために与えられた自由において、神の戒めに従いつ

つ神へと方向つけられつつ、洗礼において起こることの中に、求めなければならないの洗礼の意味を

問う問に対しての正しい符えの要点は、人間的な洗礼行動と、神的な働きとを、厳密に見るというこ

とと、 liiJ時に、その両者を厳密に区別することである O

これまで、洗礼の行動に参与する行為を、従順と希望の行為と言い現わしてきた。即ち、彼らが神

の戒めに従う|浪り、その根拠に基づいて、それを従}llfiの行為と言い、彼らが、神の約束を捉えるかぎ

り、その目標に基づいて、それを希望の行為と表現してきたの

「従}llfiJ(Gehorsam)と「希望J(Ho百nung)は、洗礼の意味を形成する単一の人間的行動のための三

様の表示である O それは、そのような区別において一つのものである (29)洗礼をその根拠に基づい

て従}llfiと規定するのが只一人の神の戒めであり、それを希望と規定するのが只一人の神の約束で、あ

る限り、一つのものである O その統一性は、新約聖書から見ても、事柄そのものから見ても、「転換」

(Umkehr) という概念によって、確実に把握されるのイエス御自身がヨハネから受けられた洗礼は、

転換のための洗礼と uわれている口従}II買も希望も「転換」として理解されなければならない。

洗礼における問題の中心は、あの神の業と言葉の認識に基礎づけられた「転換」である。「これを聞

いた民衆は皆、また取税人たちも、ヨハネのバプテスマを受けて神の正しいことを認めた。しかし、
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パリサイ人と ちとは彼からパプテスγ を受けないで、白分たちに対する神のみこころを

にしたJ(ルカ 7: 民衆と取殺人たちは、洗礼を受けることによって、…具体的行動で、自分たち
したりパリサイ入と律法学者たちは、洗礼を受けない事によって、

した。神の意思を蕪にするという事は、 j成び、に通じる道であるの神を

る。 (30)洗礼は、イエス・

の々一つのよ|ゴωとなるためで、ある。

維が、あるいは何が、彼らをそのような第一歩を共に時み出すように導いたのであろうか。それは、

彼らに共通の何らかの理念でもなければ、宗教的経験でも締結でも、道徳的努力でもないりそうで誌

なくて、ぞれは、前けるイエス・キリスト、彼の牒史、彼の業、彼の古謀、?疫の霊であるのイエス・

キリストに日を注ぐとは、イエス・キワストを、神とitその和解のために、

示者として現れた停保者・救助者・主として認識することであるのイエス・キリスト;こ民を註ぐとい

を担う方として彼により頼むという事で、あり、後によって拘束されると共に解放され、

され、慰められ、励まされ、支配されるという事であるひそのような知識、そのような信頼、そ

のようなJi向づけが、キリスト

なのである

るのそして、そのような道の キリスト

バルトは、洗札をサクうメントではなくて、キりスト教的生の第一歩と述べた。しかし、洗礼を入

自由で責任的な行為として、そこで起こった事が{母校か明瞭な輪郭をもって示すことはしなかっ

たという。そこで、バルトは、次のように、洗礼は人間の告出な責任的な行為であることを述べるの

おいて、従}I闘が示されるのである。洗礼辻、それが正しくなされる場合には、

に従う。一人の人が洗礼を欲求する場合、ぞれは恐らく、心や心情や良心の要求でもあろう

しかし、それは、決定的には、彼が戒めを聞き取与、それに対して従!穎11頗i頃雲になりたいと欲求すす叩ること

によつて呼び

に口をi伯向白旬]ける口教罰がそのような欲〉求主;にこコJ，ぶ与じる士場易合、教団自身も戒めを開き、その人と共に

ろうとするから、そうするのであるりその戒めとは、イエスの洗礼命令であるりそれは、マ

ドて定式化されているが、しかし本来、イエス御自身のキリストとしてのf主の最

γて、キリスト教的役のはじめとして、絶えず新しく命じられている

よりも、単純に、岳出な責任性において行われる行為であるの (:)2)

(必 そこで従)11震が示される時に、法札の行動において a定の拒百 (Absa伊〉と受託 (Zusage)が語ら

れるり一人の人が洗礼を受け、教凶が彼に洗札を授ける時、彼らは共に、神の業と計楽によってイ

エス・キリストにおいて完全に起こり、完全に示された、罪ある人間の義認と聖fとのもとに立つの

である。神の蔀での義認とは、彼が、-，-字架でその苑によって完成されたイエス・キリストの歴

史において、持の正しい判決によってその罪を詰められ、その罪安から解放された人男となったと

いうことであるのまた、後の型化とは、械が、その死によって完成されたイエス・キリストのお

なじ控史において、神の聖なる要請を潟たして、その罪にもかかわらず更新され、その奉仕へと召

喚され、それに応しい人間となったということである。洗礼行動において恕こるのは、神{諒昌身

によって、イヱス・キリストにおいて行われた位百と受託とし寸事実によって規定され、人聞に

しての神の否定と宵定である。洗礼は、イエス・キリストにuを詮ぎつつ従}II員の中で敢えてなさ
れた、神的な轡きの行為(それは、ぞれ自身神の和解の行為であるが)の人照的摸 (menschliche
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る

による

と聖化、

と受託である

に続き、イエ

infantium. paedobaptismus) とは、ハイヂルベルグ伯仰向符74問によっ

えば、「幼い子供たちJへの洗礼、キリスト者の両親の、生まれたばかりの後継者への洗礼のこと
るのそのような「幼児洗礼J(Kindertaufe)ないし「現児洗礼J¥0aUd!ll1.1';i:ll-a I..UC;として、?足って

(Unmundigentaufe) として理解される可能性には、これまでの行税金体の中で、ただ

推史に関するいくつかの余論においてだけ出会った口だが、幼児洗礼のI可能性にづいては、

努をにおいても、実質的考察においても、洗礼の根拠を論じた時も、出会わなかったの (31)それを

にするような筒所はなかったのであるの洗礼の業においては、単に救聞の側だけでなく、そ

の側でも、考える事が出米、決心出米、行動出来る人間が問題であったの従って、そのような者とし

て転換へと、また、従，}II長へと、また希望へと、また信料!の決断へと時び出される人間を問題にしてき

たにすぎないのところが、このえそく問題にならないと忠われる事が、今や大なる事になっているとバ

ルトは;まうのであるの

バルトは、「人

考えていたと言うのところが、

連れて来られるjという主張を

また

と/りレ

と魚、ぐ るJ と言うべきだと
と

に立ってし=る、

_ t.l.~ じたりその理由は、宗教改革の領域でようやく、幼児市Ij皮に

られるようになったからである c しかし、そのような興識と百認に対

ちは無視したのである口幼児洗礼が一般的な規則となったのは、キリスト教会

がこれまで経験した歴史上最大の形態的変化、即ち、皇帝コンスタンティヌスイ!J:の名と結びつい

ている教会が、民放・社会・同家・口一マ帝|手!との統一に入って行った「キリスト救世界J(Corpus 
Christianum)において成熟したものであった口(九日)しかし、あの教会史的事実についての有効性の攻:

求がどうであるにしても、あの f幼児たちにも洗礼が与えらるべきだjという前提は、事後的に、キ

リスト教の洗礼論の中に入り込んできた新しいものである。その事実は、この幼児洗礼論の一般的な

特徴から示される O

は、洗礼そのものについて、幼児洗礼についても全く

を示さな

られていないならば、

いも
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i*札論の歴史的縦決i

についての房長しいサクラメント

とは甘えないが、かなり信頼できる

容における〉に接合する事ができたりしかし、

の自由等の、彼の神学の体大な主張テーマに

となるという事を需けないのカルヴァンは、

に同イjーな思想的な理論に

し、て、

た。欠i泌がない

キリスト者

ることはできなし 、々

そ であるり

いて

この問題について、

それを平静に論証しなければならない。ルターは、

を用いてを混乱させるJ
らを奪いとPそかに謀判をたくらむ悪魔であるJと
と関係あるのかわルターはここでも、もっと明瞭に

したというのは、残念なことである。

。〉 を矛)丹にi詣ることなく掛るべき

、次のようなもの?あったの upち、

ると、彼は~ iうり f信仰だけが、

しいものとするのそ

るの

入

なく、信仰なしには、何の役にも立たないJとりところが、彼は次のように託う。「しかし、
は、彼の信仰に基づいて洗礼を授けたのではなく、神が命じられたと許に基づいて洗礼を設けた

のであるJと〉だが、受洗殺は、
うか、とバルトは批判するむ

ところが、ルターよりも、カルヴァンにおいて、この問題に関して矛盾が大きいと。彼によ

サクラメントはキリスト者に、「我々の信仰の弱さを支えるために、必要な捺ドfJを提供する、

の討にはえる徴であるJと古う。このような厳慌に認識的な基本的見解から、幼児洗礼にi喝しでは、
先ず¥洗礼において前提とさるべき受沈者の信仰についての向いが、間わなけれiまならない衿で

あったの彼によれば、信部とは、 f我々に対する神の意思を、識の御日:柴から受けて知ることJ
るのところが突然、両親の代瑚的な信仰において、幼い受洗字?たちに|司な恵みの一郎につい

るれぞれは意外な事ではないか、とバルトは百うの

(4) 

に、神の民であるイエス・キリストの教団の成員と

ぶことは必数であるという事を説明し、

しなければならなしh

白身の決断

キリスト考と呼

えられてい

スは「天ド!でいちばん件いj者たちについての晶子たち

な子のようにならなければ、天国にはいることはできないで

とは、-[炉供たちの現実存紅に特右な全くの初心者性を持っていると

に誤解されるように、子供らしし=気持Jヤ1~1:格、子供らしい単純さ

もないのしかし、これらは、明らかに、比倫((1表現であって、

拠づけるものではない、とバルトは汗う。

全ての泊先洗礼論に関する教義学的問題は、 ゾjでは洗礼の としE
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う、両者の関係である。未成熟者のi川親の信仰、あるいはそれを取り囲んでいる教団の信仰が、そ

の受洗者の信仰の代理を伝判!と見倣され得るのか。I[凡l人の男が中風の人を運んで来たJ(マルコ 2
3 )という聖書の筒所にあるように、他の人々の執り成しによって生きるという事はあり得る。た

だ、イエス・キリストが 111三仰の導き千J(ヘブル12: 2)としてという信仰の形態においてだけ存
在する口洗礼の遂行は、受洗者自身の信仰が不可欠なのである。

幼児洗礼は、新しい問題がlj:.じる。それはいわゆる「堅信礼J(Konfrmation)である。幼児洗礼

を補充するサクラメントを必要とするのである。カトリック教会は既に中世に、特別なサクラメ

ント「堅信礼」を導入していた。実際に、幼児洗礼としての洗礼は、補完を必要とする。堅信礼は、

教会教育の完了にすぎず、聖晩餐への認許あるいは一種の成人式だとする解釈が、事態を暖昧にし

ているのである、とバルトは言う。(:37)

(七)祈願 (Bitte)としての洗礼

洗礼は、キリスト教1'10生に入る第一歩として、神の戒めに対しての、白山に遂行さるべき「従}II巨」

の行為で、一同限りなされる。洗礼は、ネ1[1の効力ある恵みに対しての「応答」である。従って、義と

し清める神の業と百葉によって/f~-iJr能として堺けられ死に渡された古い現存在を断同として「拒否」

することである。 洗礼は、神の聖とし更新する業と言葉によって聞かれた別の生に向つての、即ち、

神への奉仕と隣人への奉仕と共に、自分自身との'1守口に[['jつての同様に断同とした「受託」である口(38)

また、特別に強調すべきことは、洗礼の意味は、それに参与する全ての者にとって、彼らの「転換」

(Umkehr)とし、う点にある口叩ち、洗礼は、彼らがキリスト教的生の開始において、その第一歩とし

て、白分白身を正しいとせず、この世の何らかの力や権力を正しいとせず、神を正しいとする点にあ

るのである。更に、洗礼を希望の行為として理解する。洗礼は、それに参与する人々が自分白身を超

え、そこで自分たちがしていることを超えて、将来へと日を注ぐという、そのような人間的行為であ

る口それは、イエス・キリストへの希望で、あり、来るべき御国への希望で、ある。イエス・キリストへ

の希望.は、決して単なる待機ではない。それを、請い求めることが、洗礼の行動の意味である。授洗

する教団とその受洗者たちが共にそのような請い求めを行うこと、 ~Ij ち、祈りがなされるところにお

いて、十111に対する人間の関係は正常なものとなる。洗礼は、「主イエスよ、米たりませJ(Komm Herr 

Jesu)、「造り主なる御霊よ、米たりませJ(Veni creator Spirutus)という、神に向けられた祈りとし

て、純粋で求める探究、嘆願として、神に対しての明確な「従}lluJであり、義とし聖とされる神の業

と佐Il言葉への明確な IJ，e.:芥」である。洗礼は、請い求めであるゆえに、また、請い求めであるときに、
子供らしく良心のとがめなしに、確信をもって、イエス・キリストに対しての希望の真正な行為とし

て、敢えてなされることがi司:されるし、敢えてなさるべきである。 (39)

祈りの行為が洗礼の意味 (DieTat des Gebetes der Sinn der Taufe)の意味であるとは、どのよう

な事であろうか。ペトロー3章21節に、「この水で、前もって去された洗礼は、今やイエス・キリスト

の復活によってあなたがたを救うのです。洗礼は、|勾の汚れを取り除く事ではなく、神に正しい良

心を願しら犬めることです」と口これは、洗礼についての定義ではないにしても、定義に似た言い換え

である口これは、新約聖書本文の中で、この種の唯一のものである。洗礼全体は、「神に向けられた

請い求めであるJ(40)洗礼は、人間の信仰と従)IIMの行為として、彼を救う。「主の名を呼び求める者は、

救われるであろうJ(使徒言行録2: 2、ロマ10: 13)。洗礼は主の御名の呼び求めである。洗礼にお

いて求めるのは、神との一致、良心の中にある生活である。彼らの義認と聖化という神の業、聖霊の

現存と活動という神の業、それだけが、彼らが必要とする良心を与える。洗礼という人間の業は、神

が良心を問う者たち、それを請い求める者たちに、造りー与えるという事についての問し Eである。洗礼

は人を救う。そして、洗礼に基づくことによってキリスト者は、自分白身を救われた者として理解す

べきである。慰めと警ihを与えられることを許された者である。洗礼は、魁えられた方、生ける方、
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'いまして支配される方に対して、

あ持、彼らをその生と苦難による証し

いう深iJiaを超えて選ぶ、信仰と

従順に敢えてなされた問と

ゆキリスト

しての倫理的意識、倫明的警官は

注

洗礼i論の庁長史的疑問

らの希望の行為であり、彼ら り保持する

という日的まで、騒ぎ¥なっカオスを買いて運び、災いと

るむそして、イエス・キリストに対する呑望において、

、本震を規定する行動、模範的な行動である

って、それを振り返ることによって、それに統く全て

となり、必熱的となり、許され、また、命じられるので

1) Karl Barth H)ie Kirchliche Lehre von Der Taufd 宍戸達訳新教l中i版社 1971年 71'i 

2 前掲書 59Ji 

(3 )前掲書 61頁

(4 )前掲吾 66京

よる洗礼j

5) KARL日ARTH HJIE KIRCHLICHE DOGMATIK.liDAS CH設ISTLICHELEBEお (Fraεment)
同巻 EVZ VEIミLAGZURICH 1967年 <VORWORT)

6) a.a.o.S.6 
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(17) a.a.o.S.60 
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(19) a.a.o.S.64 
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(25) a.a.o.S.1l3 
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(35) a.a.0.S.185 

(36) a.a.0.S.186 

(37) a.a.0.S.206 

「祈願としての洗礼」

(38) a.a.0.S.223 

(39) a.a.0.S.231 

(40) a.a.0.S.232 

(41) a.a.0.S.234 

あとがき
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洗礼論について、これまで関心が希薄であった。カソリック教会が七つのサクラメントを保持して

いることに対して、プロテスタント教会の聖礼典は洗礼と聖晩餐の二つだけである O これは、ルター

の「聖書主義」とう宗教改革の理念によって、聖書に記載されていない事柄は拒否したからであるD だ

が、洗礼についてマルチン・ルターは『教理問答』で取り上げ、カルヴァンもまた、『基督教綱要』で詳

細に論じているのである D それぞれの、著書の内容をそのまま叙述したので、いささか、長文になって

しまった。

書き終えての印象は、やはり、バルトの理論に教えられた。殊に、洗礼は、「希望」であり、希望とは、

「御国」の希望であり、それを請い求めることである、という事について共感を覚えた。イエス・キリ

ストの暦史が希望の根拠であるとバルトは述べている O 更に、彼は、洗礼はサクラメントではなく、キ

リスト教徒として歩み始める第一歩であるというのであるO いわば、洗礼は倫理と見倣すのである D こ

の見解に対する反論があるとすれば、教えて頂きたいものである O

仏教には、「生・老・病・死」という四苦の思想、があるD 確かに、人間の一生は四苦に違いない。 仏教

徒は、悟りを願う O しかし、そこには、どのような「救ぃ」と「希望」があるのだろうかD この感想を

もって「あとカfき」としたし'0

2009年10月4日
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